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【概　要】

科学技術政策研究所第1調査研究グループでは、ポストドクター等若手研究者に対する各種支援

を効果的に実施するための基礎データを収集する目的で、2005年度以降、『大学・公的研究機関等

におけるポストドクター等の雇用状況調査』（「雇用状況調査」）、『ポストドクター進路動向8機関

調査』、『ポストドクター等の研究活動・生活意識調査』などの一連の調査を実施してきた。本報

告書は、大学、公的研究機関等に所属するポストドクター等の1割程度の者に対して実施したイン

ターネット調査『ポストドクター等の研究活動・生活意識調査』（調査期間：2007年11月26日～

2008年1月11日）のうち、特にポストドクター等の進路選択上の諸要因に関する分析結果につい

て報告する。

1．調査の概要

本調査では、我が国の大学、公的研究機関等に対して、所属するポストドクター等1の男女比率、

研究分野比率に応じて1割程度の者を調査対象者として抽出してもらい、当該機関で選ばれた調査

対象者が直接、インターネット上の調査票に回答する方法を採用した。総依頼者数2は1，564名、

有効回答者数は1，035名であった（有効回答率は66．2％）。

有効回答者の性別の特徴を見ると、男性が75％、女性が25％となっており、これは我が国のポス

トドクター等ののべ人数を調べた「雇用状況調査」（2006年度実績）と比べても2ポイントの差に

留まっている。また、研究分野別に見ると、理学38％、工学22％、保健15％と続いているものの、「雇

用状況調査」（2005年度実績値）と比較すると、本調査は理学分野の比率が高く（7ポイントの差）、

工学分野が低く（8ポイントの差）なっている。

2．調査結果

（郭ポストドクター等のキャリアパスの特徴

我が国のポストドクター等に占める35歳以上の割合が約4分の1であることなどを踏まえて、

ポストドクター等としての経験年数（現在の所属機関以外でのポストドクター等の経験を含む）や

ポストドクター等以外の常勤職の経験などを聞くことで、その背景について調べた。

＞ポストドクター等としての経験年数（現在の所属機関以外でのポストドクター等の経験を含

む）が5年以下の者は、全体の84％を占める。ただし、理学分野については、6年以上ポスト

ドクター等を続けている者の割合が他分野に比べて高くなっている（図1）。

＞ポストドクター等以外の常勤職に就いた経験のある者の割合が、35－39歳の年齢層で39％、40

歳以上の年齢層で58％と高くなっている（図2）。また、男女別に見ると、女性のポストドク

ター等では、ポストドクター等以外の常勤職を経験した者の割合が31％と、男性の20％に比べ

て高くなっている（本文p．15）。

1本報告で使用する「ポストドクター等」は、「雇用状況調査」の定義に準じており、便宜上、満期退学者もポス

トドクター等に含まれる。

2総依頼者数は、ポストドクター等の総数（のべ人数）16，394名（2006年度実績）に対して約1割に当たる。
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理学（397人）

工学（223人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全体（1035人）

29歳以下（195人）

30－34歳（556人）

35－39歳（215人）

40歳以上（69人）

全体（1035人）

■1年以下　　固2年　　□3年　　白4年　　□5年　　■6年以上　　田無回答

図1．ポストドクター等としての経験年数（分野別）
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■経験なし　　□1年　　因2年　　■3年　　□4年　　国5年－9年　　e10年以上

図2．ポストドクター等以外の常勤職の経験（年齢別）
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②ポストドクター等の過去の進路選択要因

ポストドクター等が現在のポストに就くまでの経緯と意識を把握するために、研究者を目指した

時期やポストドクター等になった主な理由などについて調べた。

＞大学進学以降に「研究者になりたいと思った」者が全体の58％を占める（図3）。

＞男性では「小学校」「中学校」「高等学校」で「研究者になりたいと思った」者が37％を占める

のに対し、女性は28％であった（図3）。

＞全ての研究分野で、大学進学以降に「研究者になりたいと思った」者が半数以上を占めてい

る。ただし、人文・社会科学分野よりも、理学、工学、農学、保健分野のポストドクター等

のほうが、「小学校」「中学校」「高等学校」で研究者を目指していた者の比率が高い（本文p．18）。

＞ポストドクター等になった主な理由として「研究を続けたかったから」「研究者になりたか

ったから」を挙げる者が全体の73％を占めている。そのうち女性のポストドクター等につ

いては、「研究を続けたかったから」が特に多くなっている（図4）。

0％　　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

■小学校田中学校 匿高等学校 臼大学田大学院以降園研究者になりたいと思ったことはない□わからない

図3．研究者になりたいと思った時期（男女別）

□その他

■奨学金の返済義務が免除されるから

口特にこれといった理由はない、または考えたことがない

表研究職以外の職業に就く上で、ポストドクターの経験が
役立つと思ったから

田先生、家族、知人、先輩などから勧められたから

■企業などへの就職にあまり興味がなかったから

臼ポストドクターになるのが当然といった認識があったから

□他に就職先が見つからなかったから

屈研究者になりたかったから

i研究を続けたかったから

男性（780人）　女性（255人）　全体（1035人）

図4．ポストドクター等になった主な理由（男女別）
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③ポストドクター等が考える就職の選択肢

「あなたは、どのような職業であれば、実際に就職しても良いと考えますか。あてはまるものを

選んでください。現状のあなたが応募可能かどうかは問いません」との設問に対して、複数の職業

を例示した上で、それぞれの職業について「是非就きたい」、「就いても良い」、「どちらともいえな

い」、「あまり就きたくない」、「就きたくない」の5つの選択肢を用意して、ポストドクター等の職

業選択の許容範囲を調べた。

＞ポストドクター等の約4分の3は、大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む）

になることを強く希望している（図5）。

＞半数以上のポストドクター等が、民間企業を含む研究者・技術者に就くことに前向きである

（図5）。

＞男女とも、実際に就職しても良いと考える職業に差異はあまり見られない。ただし、「大学・

公的研究機関の研究支援者・補助者」、「国家公務員、地方公務員」、「学術関連のコミュニケ

ーター職」については、女性のほうが男性よりも肯定的である（本文p．38）。

＞全ての研究分野のポストドクター等が「大学・公的研究機関の研究者」を強く希望しており、

次いで、理学、工学、農学、保健分野では「企業の研究者・技術者」、人文科学分野では「大

学・公的研究機関の研究支援者・補助者」になることを比較的肯定的に捉えている（本文p．38）。

■是非就きたい　田就いても良い　ロどちらともいえない　田あまり就きたくない　■就きたくない

大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む）

企業（ベンチャー企業を除く）の研究者・技術者

ベンチャー企業の研究者・技術者

大学・公的研究機関の研究支援者・補助者（技官など）

国家公務員、地方公務員

学術関連のコミュニケーター職（科学記者など）

産学連携コーディネーター職

知的財産関連職（弁理士など）

企業（ベンチャー企業を含む）の研究者・技術者以外の職

小学校・中学校・高等学校の教員

医師、歯科医師、獣医師、薬剤師

起業家

大学・公的研究機関の上記以外の職（事務など）

経営専門職（公認会計士、税理士など）

塾・予備校の講師

図5．ポストドクター等の職業別就職意欲
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④ポストドクター等のキャリア開発

研究業務以外のスキルが要求される職業への就職を円滑に進めるためには、希望に応じて、ポス

トドクター期間中に、キャリア開発に繋がる業務をある一定の割合で許容することも選択肢として

考えられる。そこで、ポストドクター期間中のキャリア開発に繋がる取組みへのニーズを把握する

目的で、現在のポストドクター等としての研究業務の他に、兼任を希望する業務について聞いた。

＞現在のポストドクター等としての研究業務以外に、大学等での教育業務を希望する者が最も

多く、次いで、民間企業での研究開発業務や現在の研究テーマとは異なる研究活動を希望し

ている。その一方で、現在のポストドクター等としての研究業務以外の活動を「特に希望し

ない」と回答した者は、全体の13％に留まっている（図6）。

＞女性のポストドクター等は、研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケー

ター業務、知的財産関連業務など）の兼任を希望する者の割合が、男性に比べて高い（図7）。

＞社会科学分野のポストドクター等については、「民間企業での研究・開発業務」や「研究・開

発業務以外の専門的業務」の兼任を希望する者の割合が、他分野に比べて高い（本文p．52）。

0％　　　　　　　10％　　　　　　　　20％　　　　　　　　30％

大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）

民間企業での研究・開発業務

現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動

現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を特に希望しない

スキル開発や資格取得のためのトレーニング／クラス受講

研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケーター業務、
知的財産関連業務など）

小学校、中学校、高等学校での教育集務（授業担当）

その他
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図6．ポストドクター等が兼務を希望する業務

臼その他

□小学校、中学校、高等学校での教育業務（授業担当）

■研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケーター業務、
知的財産関連業務など）

日スキル開発や資格取得のためのトレーニング／クラス受講

□現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を特に希望しない

8現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動

■民間企業での研究・開発業務

田大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）

男性（780人）　　女性（255人）　全体（1035人）

図7．ポストドクター等が兼務を希望する業務（男女別）
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⑤ポストドクター等の配偶者の存在と就職活動

家族の生活拠点への配慮などから、就職活動の際に応募範囲（地域や雇用条件など）を限定せざ

るを得ないといった状況も予想されたため、配偶者（パートナー）3の存在が就職活動に与える影

響を調べた。

＞配偶者がいる女性のポストドクター等では、「配偶者の仕事の都合に合わせて、応募範囲を限

定する」と回答した者が最も多く、次いで「配偶者との別居も止むを得ない」となっている

（図8）。

＞配偶者の職業が研究職である場合には、「配偶者の仕事の都合に合わせて、応募範囲を限定す

る」と回答する者が多い（図9）。

＞配偶者の職業がポストドクター相当の職である場合には、「配偶者との別居も止むを得ない」

と回答する者の割合が最も高くなっている（図9）。
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□その他

国配偶者との別居も止むを得ない

ロ配偶者と話し合い、どちらの都合に合わせるのかを決める

田配偶者の仕事の都合（勤務地など）に合わせて、応募範囲を限定する

■配偶者が、あなたの今後のキャリア選択に合わせて職業、就業形態、
勤務地などを調整する

女性（156人）　　全体（553人）

図8．ポストドクター等の就職活動と配偶者の職業との関係（男女別）

配偶者の職栄

任期付きでない研究職（定年制を含む）（53人）

ポストドクター以外の任期付き研究職（任期付き大学教員なの（封入）

ポストドクター相当の職（42人）

上記以外の職（245人）

無職（学生含む）（180人）

該当しない（配偶者なし）（舶2人）

全体（1035人）

0％　10％　20％　30％　40％　50％　60％　70％　80％　90％100％

■配偶者が、あなたの今後のキャリア選択に合わせて職業、就業形態、勤務地などを調整する

田配偶者の仕事の都合（勤務地など）に合わせて、応募範囲を限定する

□配偶者と話し合い、どちらの都合に合わせるのかを決める

回配偶者との別居も止むを得ない

因その他

図9．ポストドクター等の配偶者の職業と就職活動との関係（配偶者の職業別）

3調査票及び本文中では、「配偶者／パートナー」としてしている。
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3．まとめ

今回の調査対象となったポストドクター等の約4分の3は、大学・公的研究機関の研究者（短大・

高専教員を含む）になることを強く希望しているが、ベンチャーを含む民間企業の研究者・技術者

になることに前向きな者も半数以上存在している。また、研究支援者・補助者（技官など）、公務

員、学術関連のコミュニケーターなどの職業に就くことに対しても比較的肯定的な者が多い。さら

に、将来のキャリアを考える上で、現在のポストドクター等としての研究業務の他に、別の業務の

兼任を希望する者も多かった。特に、「大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）」の兼

任を希望する者のみならず、「民間企業での研究・開発業務」、「現在のポストドクターとしての研

究テーマとは異なる研究活動」といった業務の兼任を希望する者が多いことも特徴といえる。本調

査の結果からは、学術研究機関の研究者以外の進路についても柔軟に検討し、また自らのキャリア

発展に繋がる取組みに対しても前向きなポストドクター像が浮かび上がる。

科学技術と社会との関わりが深化・多様化する中で、ポストドクター等の高度な専門性を有する

人材が多様な方面へ進み、その能力を活用することが期待されている。各機関においては、ポスト

ドクター等への幅広いキャリア開発のための機会を提供するなど、彼らの任期終了後の進路を見据

えた活動を支援していくことが望まれる。
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奉鳶麺類頑拒

第3期科学技術基本計画では、「研究者を志すポストドクターは自立して研究が行える若手研究

者の前段階と位置付け、若手研究者の採用過程の透明化や自立支援を推進する中でポストドクター

支援を行う。また、ポストドクターに対するアカデミックな研究職以外の進路も含めたキャリアサ

ポートを推進するため、大学や公的研究機関の取組を促進するとともに、民間企業等とポストドク

ターの接する機会の充実を図る」として、ポストドクター等若手研究者の採用過程における透明化

や自立支援のみならず、学術研究機関の研究職以外の進路も含めたキャリアサポートの重要性を指

摘している。一部の大学・公的研究機関等においては、文部科学省の「科学技術関係人材のキャリ

アパス多様化促進事業」（2006年度～）を通じて、ポストドクター等若手研究者への組織的支援と

環境整備に向けた取組みを始めており、ポストドクター等に対する自立支援や多様な場での活躍を

促すための環境は徐々に整備されつつある。

実際のポストドクター等を取り巻く状況を見てみると、大学での主な受け皿と考えられる助手

（助教）及び講師ポストの数は過去10年間あまり増加しておらず、また当該ポストの平均年齢も

年々上昇傾向にあることから、ポストドクター等が大学教員になるまでの期間が長期化しているこ

とが考えられる。さらに、文部科学省『大学・公的研究機関等におけるポストドクター等の雇用状

況調査』（以下、雇用状況調査）及び『学校基本調査』を参考にすると、理学分野は他分野に比べ

て、大学本務教員のポストドクター等1に対する人数比が小さく、大学教員ポストの獲得競争が厳

しいことが予想される。実際に、3，870人のポストドクター等（我が国のポストドクター等の総数

約1万5千人のうちのおよそ4分の1に相当）の進路動向について調査した科学技術政策研究所『ポ

ストドクター進路動向8機関調査』（以下、進路動向調査）においても、理学分野についてはポス

トドクター等の終了直後に再び他機関のポストドクター等になる比率が高いことなどが示されて

いる。

一方で、文部科学省『民間企業の研究活動に関する調査報告』によると、最近の民間企業におけ

る博士課程修了者（新卒）及びポストドクターの研究開発者としての採用実績は、それぞれ11％及

び2％前後の低水準で推移している。採用された博士課程修了者（新卒）やポストドクターの研究

者としての資質については、いずれも6割程度の企業が「期待を上回る」「ほぼ期待通り」と回答

1科学技術政策研究所調査資料－156『大学・公的研究機関等におけるポストドクター等の雇用状況調査』において、
「ポストドクター等」は「博士の学位を取得後、①大学等の研究機関で研究業務に従事している者であって、教

授・准教授・助教等の職にない者や、②独立行政法人等の研究機関において研究業務に従事している者のうち、
任期を付して任用されている者であり、かつ所属する研究グループのリーダー・主任研究員等でない者。（博士
課程に標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得の上退学した者（いわゆる「満期退学者」）を含む。）」と
定義されている。
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しているものの、ポストドクター等博士号取得者の民間企業における活躍の場は、修士号取得者に

比べて遥かに少ない状況にある。

本調査は、以上のポストドクター等を取り巻く状況を踏まえ、第3期科学技術基本計画で示され

たポストドクター等若手研究者に対する各種支援を効果的に実施するための基礎データを収集す

る目的で、科学技術政策研究所第1調査研究グループが2005年度以降実施してきた調査研究課題

「ポストドクター等若手研究人材の育成・支援に関する調査」（下記）の一環である。

＜調査研究課題「ポストドクター等若手研究人材の育成・支援に関する調査」の構成＞

①大学・公的研究機関等におけるポストドクター等の雇用状況調査（以下、「雇用状況調査」）

②ポストドクター等の進路動向調査（以下、「進路動向調査」）

③ポストドクター等の研究活動・生活意識調査（以下、「生活意識調査」）

ポストドクター等若手研究人材の育成・支援に関する調査の全体像

宗

①大学・公的研究機関等におけるポストドクター等の
雇用状況調査

文部科学省科学技術・学術政策局基盤政策課と連携して、ポ
ストドクター等ののべ人数を属性別に調査。（2005年度以降継
続実施）
※調査資料－128，137，156

l‾‾‾‾‾‾‾

l

実態

③ポストドクター等の研
l

l a）ポストドクター等の研究活動及び生活実態に関する分析

lポストドクター等の現在の研究活動実態・意識を把握し、自立L

i蓋還憲憲器誓養成するために必要な育成環境の

【補足調査］インタビュー調査を通じて、

②ポストドクター等の進路動向調査

ポストドクター終了後のキャリアパスが不透明であるとの指摘
があるため、「科学技術関係人材のキャリアパス多様化促進
事業」2006年度採択8機関の協力を得て、ポストドクター等の
進路動向を調査。（2006年度実施）
※調査資料－148

草畢
－‾‾－‾‾‾．‾‾‾‾－－－－－．‾‾‾‾．‾l

活動・生活意鼓調査　　　　　　　　　　　　　　l
l

b）ポストドクター等のキャリア選択に関する分析　　　　l

ポストドクター等のキャリアパスの実態、進路選択の際の意識、
キャリア・サポートの現状などを把握することで、キャリアアップ
の際の課題やより適切なキャリア支援のあり方について分析。

※本調査報告書（調査資料－161）

※調査資料－152

上記③の「ポストドクター等の研究活動・生活意識調査」は、主として「ポストドクター等の研

究活動及び生活実態」と「ポストドクター等のキャリア選択」の2つの観点から構成されており、

本報告書では後者の「ポストドクター等のキャリア選択」について、ポストドクター等に至る経緯

や進路選択要因などを中心に分析している。
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2．1．調査の目的及び方法

①　調査名

「ポストドクター等の研究活動・生活意識調査」（19科政研企第180号）

②　調査の目的

本調査は、我が国におけるポストドクター等の研究活動、生活状況、進路選択上の諸要因などを

明らかにすることを目的としており、本報告書では、このうちポストドクター等の進路選択上の諸

要因に関して分析する5。

③調査方法

我が国の大学、公的研究機関等に対し、所属するポストドクター等の男女比率、研究分野比率に

応じて1割程度の者を調査対象者として抽出してもらい、当該機関で選ばれた調査対象者が直接、

Web上の調査票に回答する方法を採用した。

④　調査期間

2007年11月26日～2008年1月11日

（当初、記入要領では2007年12月9日を回答の締め切り日としていたが、協力機関の要請等もあ

り2008年1月11日まで調査期間を延長した。）

⑤　調査対象者

上記期間中に、我が国の大学、公的研究機関等に所属していたポストドクター等（国籍不問）6

⑥　調査対象者の抽出方法

調査対象者の抽出は、各機関におけるポストドクター等の男女と研究分野の比率に比例させた

「割当法」を用いた。このような方法を用いたのは、ほとんどの機関が所属するポストドクター等

5本調査におけるポストドクター等の研究活動及び生活実態に関する分析結果は、科学技術政策研究所調査資料
－159『ポストドクター等の研究活動及び生活実態に関する分析』（2008年10月）を参照。

6「ポストドクター等」の定義は雇用状況調査に準じており、便宜上、所定の単位を修得後退学した者（いわゆる
「満期退学者」）も含む。
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全員の名簿を持っておらず、名簿を用いた無作為抽出法が取れないことが事前のインタビュー等で

わかっていたためである。

まず、本調査の実施にあたっては、文部科学省科学技術・学術政策局基盤政策課を通じて、同

時期に行われた「雇用状況調査」とともに、各機関（「雇用状況調査」の発送先と同一）に依頼状

と抽出手順書を配布した（参考資料）。

次に、各機関はポストドクター等の人数（2007年度の人数がわからない場合は、「雇用状況調査」

の2005年度実績値を使用）から1割程度の人数を、研究分野と性別の比率に比例させて抽出し、

選ばれたポストドクター等に対して、調査票の置かれたWebページのアドレスとそこにアクセスす

るためのID、パスワードを配布した。調査依頼を行った人数は、各機関からメールや電話等で報

告してもらい、総依頼人数を確定した。

⑦　調査票の回収方法

調査票はWeb上で入力する形式になっており、配布されたIDとパスワードを用いて、ポストド

クター等本人がアクセスし、直接回答してもらった。

⑧　有効回答者数

本調査における総依頼者数は1，564名、そのうち有効回答者数は1，035名であり、有効回答率は

堕』に達した。なお、総依頼者数は、「雇用状況調査」におけるポストドクター等の総数16，394

名（2006年度実績）に対して約1割に当たる。
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2．2．有効回答者の属性［※分析対象（設問番号）：Q9，Fl，F2．F3］

本調査（「生活意識調査」）では、各機関に所属するポストドクター等の男女と研究分野の比率に

応じた抽出を行っていることから、まず有効回答者の男女別と研究分野別に見る特徴を、「雇用状

況調査」の結果と比較しながら明らかにする。ただし、本調査の回答者は調査期間中に当該機関に

所属していたポストドクター等であるのに対し、「雇用状況調査」の結果は2006年度実績値（分野

別のみ2005年度実績値）であることに注意する必要がある（詳細データは、調査資料－159を参照）。

①男女別

有効回答者の性別は、図2－1のとおりである。表2－1から、「生活意識調査」と「雇用状況調査」

の男女比率には、ほとんど差異が見られない。

女性，255人，

図2－1調査対象者の男女別内訳

性 別
生活 意識 調査 雇用 状況 調査

（20 06 年度 実績 値）

男 性 78 0 人 （75．4％） 12，62 7 人 （77．0％）

女 性 25 5 人 （24．6％） 3，76 7 人 （23．0％）

合 計 1，03 5 人 （10 0％） 16，394 人 （100％）

表2－1調査対象者の男女別内訳（雇用状況調査との比較）

②研究分野別

調査対象者の研究分野（図2－2）は、理学38％、工学22％、保健15％と続いているが、「雇用状況

調査」（2005年度実績値）と比較すると、本調査は理学分野の比率が高く（7ポイント差）、工学分

野が低く（8ポイント差）なっている（表2－2）。
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図2－2　調査対象者の分野別内訳

分野 生活意識調査
雇用状況調査

（2005 年度実績）

人文 t社会科学 121 人 （11．7％） 1，12 1 人 （7．2％）

理学 397 人 （38．4％） 4，853 人 （31．3％）

工学 223 人 （2 1．5％） 4，60 1 人 （29．7％）

農学 126 人 （12．2％） 1，6 18 人 （10．4％）

保健 153 人 （14．8％） 2，334 人 （15．1％）

その他 15 人 （1．4％） 660 人 （4．3％）

表2－2　調査対象者の分野別内訳（雇用状況調査との比較）

次に、ポストドクター等の抽出の基準となった男女別と研究分野別以外の属性についても、「雇

用状況調査」と比較する。

③国籍別

図2－3に、日本国籍と日本以外の国籍の者の比率を示す。本調査では、日本語版と英語版の調査

票を用意したが、「雇用状況調査」と比べて日本国籍以外の者の回答が少なかった（表2－3）。本調

査の標本抽出法は、性別と研究分野を用いた「割当て法」であり、有効回答者の最終的な選定は研

究機関の担当部局に一任した。外国人比率が低かった理由としては、英語版の調査票の存在につい

ての認知度が低かった、日本語でコミュニケーションしやすい人が選ばれたことなどが考えられる。
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図2－3　調査対象者の国籍

国 籍 生 活 意 識 調 査
雇 用 状 況 調 査

（200 6 年 度 実 績 ）

日本 98 6 人 （95 ．3％） 12 ，506 人 （76．3％）

日本 以 外 4 9 人 （4．7％） 3 ，888 人 （23．7％）

合 計 1，03 5 人 （100 ％） 16 ，394 人 （100％）

表2－3　調査対象者の国籍（雇用状況調査との比較）

④年齢別

年齢階層別比率と年齢階層別女性比率を、それぞれ図2－4と図2－5に示す。また、「雇用状況調

査」との比較を表2－4に示す。「生活意識調査」では、「雇用状況調査」と比べて30歳代の比率が

高くなっている。また、ポストドクター等の年齢が上がるに従い女性比率も上昇することが、「雇

用状況調査」によって明らかになっているが、本調査でも同様の傾向が認められる。

40歳以上，69人，6．7％

35－39歳，215人，20．8％

図2－4　調査対象者の年齢階層別内訳
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□男性　■女性

0％　　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　100％

29歳以下（195人）

30－34歳（556人）

35－39歳（215人）

40歳以上（69人）

合計（1035人）

図2－5　調査対象者の年齢階層別女性比率

年 齢
生 活 意 識 調 査

雇 用 状 況 調 査

（20 0 6 年 度 実 績 ）

全 体 女 性 比 率 全 体 女 性 比 率

29 歳 以 下 19 5 人 （1 8．8％） 1 9．5 ％ 4 ，18 5 人 （2 5．5％） 2 1．8％

3 0－3 4 歳 5 5 6 人 （5 3．7％） 2 3．9％ 7，2 6 8 人 （4 4．3％） 2 1．9％

3 5－3 9 歳 2 15 人 （2 0．8％） 2 6．0 ％ 3，0 7 2 人 （1 8．7％） 2 3．4％

4 0 歳 以 上 6 9 人 （6．7％） 4 0．6％ 1，7 0 6 人 （1 0．4％） 3 0．5％

合 計 1，0 3 5 人 （1 0 0％） 2 4 ．6％ 1 5，4 2 4 人 （10 0％） 2 3．0％

表2－4　年齢階層別内訳と女性比率（雇用状況調査との比較）

⑤所属機関種別

有効回答者の所属機関（調査対象者に調査依頼を行った機関）の種別を図2－6に示す7。機関種

別の割合は国立大学法人が最も多く、次いで、独立行政法人、私立大学となっている。「雇用状況

調査」と比べると、独立行政法人が少なく、私立大学が多くなっている8（表215）。

7調査票上の質問項目ではないが、調査票の置かれたWebページにアクセスした際のIDから判別している。

8標本抽出の際に、所属するポストドクター等の1割としながらも、10名未満の機関でも1名を抽出してもらった
ため、所属するポストドクター等が少ない私立大学の比率が高まったことなどが要因として考えられる。
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国立・公設研究機関，21人2．0％民間企業．2人0．2％

独立行政法人，256人

公益法人，24人．2．3％

大学共同利用機関．44人4．3％

私立大学．188人，18．2％

国立大学法人，472人，45．6％

公立大学，28人，2．7％

図2－6　調査対象者の所属機関

機 関 種 生活意識 調 査
雇 用状 況調 査

（200 6 年度実 績 ）

国立 大学 法人 47 2 人 （45．6％） 8，0 33 人 （49．0％）

公 立大 学 28 人 （2．7％） 199 人 （1．2％）

私 立大 学 188 人 （18．2％） 1，8 67 人 （11．4％）

大 学 共 同利 用機 関 44 人 （4．3％） 6 44 人 （3．9％）

独 立行 政法 人 256 人 （2 4．7％） 5，0 00 人 （3 0．5％）

国立 ・公設研 究 機 関 2 1 人 （2．0％） 2 89 人 （1．8％）

公 益法 人 24 人 （2．3％） 2 61 人 （1．6％）

民 間企 業 2 人 （0．2％） 10 1 人 （0．6％）

合計 1，0 35 人 （100％） 16，3 94 人 （10 0％）

表2－5調査対象者の所属機関（雇用状況調査との比較）
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雇用状況調査によれば、我が国のポストドクター等に占める35歳以上の割合は約4分の1となって

おり、2004年度から2006年度に亘ってやや増加する傾向が見られる。この背景には、ポストドクタ

ー等への「入口」段階において、すでに35歳以上の高い年齢層の割合が相当数に達していることも

背景9にあると考えられる。また、進路動向調査（3，870人のポストドクター等の2005年度終了直後

の進路動向を調査）を参考にすると、理学分野のポストドクター等を中心に、ポストドクター等の

ポストを繰り返し経験する傾向が見られている－0。

本章では、有効回答者1，035人のポストドクター等としての経験回数・年数、ポストドクター等

以外の常勤職の経験の有無などを分析することで、彼らのキャリアパスの特徴を明らかにする。

3．1．ポストドクター等としての経験［※分析対象（設問番号）：Q2，Q3，Q4，Q5］

有効回答者1，035人に対して、現在ポストドクター等として勤務している機関と博士号を取得した（または

博士課程を満期修了した）機関が同じであるかどうかを聞いたところ、全体の66％が博士課程とは異なる機

関でポストドクター等として研究活動に従事していることが明らかとなった（図3－1参照）。博士課程と同一機

関でポストドクター等をしている者は34％に留まっており、ポストドクタ†等段階での人材流動性は比較的高

いと言える。ただし、研究分野別に見れば、理学分野を中心とした理系のポストドクター等は流動性が高い

ものの、人文・社会科学分野については約6割が博士課程と同一機関でポストドクター等をしている状況に

あるなど、分野間で差が見られる（図3－2参照）11。

次に、「あなたは現在お勤めの機関以外でポストドクターを経験したことがありますか」12の設問

に対しては、有効回答者の65％が所属機関で初めてポストドクター等を経験する者であった（図3－3

参照）。研究分野別に見ると、人文・社会科学分野のポストドクター等については現在の所属機関

で初めてポストドクター等を経験する者が8割以上であるのに対し、理学や農学分野では4割以上の

ポストドクター等が現在の所属機関以外でもポストドクター等を経験している（図3－4参照）。また、

9文部科学省『学校基本調査』の最近の博士課程進学者に占める35歳以上の比率も増加傾向にある。これは34歳

以下の博士課程進学者の人数が減少していることに起因しており、ポストドクター等の年齢分布についても、博

士課程修了者の年齢構成をある程度反映しているものと考えられる。

10進路動向調査によると、2005年度終了直後にポストドクター等以外の職に就いた者や機関を異動した者のうち、

他機関のポストドクター等になる比率が高い分野は理学分野の36％、次いで農学分野が22％であった。

11今回の調査対象者のうち、博士課程満期退学者（または学位取得時の年齢が未記入の者）は6％を占めている。
特に、人文科学及び社会科学分野に占める博士課程満期退学者（または学位取得時の年齢が未記入の者）の比率

はそれぞれ38％及び28％と、他分野に比べて高い。一方で、博士号取得者（または学位取得時の年齢が記入され

ていた者）のうち、学位取得時からの経過年数（＝現在の年齢一学位取得時の年齢）が、5年以下の者は全体の
74％、6年以上は20％であった。

12実際の調査ではポストドクター等本人が回答するため、調査票上の設問では調査対象者を「ポストドクター」と
呼んでいる。

一10　－



理学と農学分野については、過去に指導教員が2回以上変更になったポストドクター等がほぼ半数

を占めており、他分野に比べてポストドクター等を複数回（指導教員等が異なる場合に1回とカウ

ント）経験する傾向が見られる（図3－5参照）。特に、有効回答者数が最も多く、ポストドクター等

を複数回経験する傾向にある理学分野においては、物理学専攻でポストドクター等を複数回経験し

ている者の割合が高くなっている（図3－6参照）。

さらに、「他の機関も含めて、あなたは合計何年ぐらいポストドクターを経験しましたか」の設

問に対する回答の内訳を見ると、5年以下が全体の84％、6年以上が16％となっている（図3－7参照）。

特に、ポストドクター等としての経験回数が比較的多い理学分野については、6年以上ポストドク

ター等を続けている者の割合が25％と、他分野に比べて高い状況が見られる（図3－8参照）。

＿、∴　　　　－　∴一、　－．・‥
［ポイント］

＞有効回答者1，035人の66％が、博士課程とは異なる機関でポストドクター等として研究活動をしてい

る。

＞人文・社会科学分野については、6割強が博士課程と同一機関でポストドクター等をしており、分野間

で差が見られる。

［全体集計］
海外の違う機関．2．7％

図3－1．ポストドクター等の所属機関と出身大学（全体）

■同一機関　　田国内の違う機関　　□海外の違う機関

0％　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

理学（397人）

工学（223人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全体（1035人）

［分野別集計］

図3－2．ポストドクター等の所属機関と出身大学（分野別）
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［ポイント］

＞有効回答者の65％が、現在の所属機関で初めてポストドクター等を経験する者である。

＞現在の所属機関で初めてポストドクター等を経験する者は、人文科学分野で9割、社会科学
分野で8割となっているが、理学や農学分野では6割弱である。

［全体集計］

図3－3．他機関でのポストドクター等経験（全体）

書経験なし　□経験あり

0％　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

［分野別集計］

理学（397人）

工学（223人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全体（1035人）

図3－4．他機関でのポストドクター等経験（分野別）
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［ポイント］

＞過去に指導教員等が複数回変更になったポストドクター等は、理学と農学分野でほぼ半数を

占めており、他分野に比べて比率が高い。

＞ポストドクター等が最も多い理学分野については、物理学専攻でポストドクター等を複数回経験

している割合が高い。

［分野別集計］

■1回　　田2回　　ロ3回　　白4回　　ロ5回　　■6回

0％　　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

理学（397人）

工学（223人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全体（1035人）

図3－5．ポストドクター等経験の回数（分野別）

「ポストドクター等経験の回数」は、指導教員等が異なる場合に1回とカウント。

［分野別集計（理学分野詳細）］

81回　　胞2回　　召3回　　日4回　　口5回　　■6回

0％　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

数学（16人）

物理（67人）

化学（45人）

生物（202人）

地学（27人）

その他の理学（40人）

理学以外の分野（638人）

図3－6．ポストドクター等経験の回数（理学分野詳細）
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一、　　－・∴∴　こ；∴・
［ポイント］

＞ポストドクター等としての経験年数が5年以下の者は、全体の84％を占める。

＞理学分野については、6年以上の長期間に亘ってポストドクター等を続けている者の割合が

他分野に比べて高い。

※ポストドクター等としての「経験回数÷経験年数」の平均値を算出すると、ポストドクター

等は平均的に19ケ月に1回程度の割合で、指導教員等が変更になっていることがわかる。

［全体集計］

0％　　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

［分野別集計］

理学（397人）

工学（223人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全休（1035人）

■1年以下　　田2年　　口3年　　田4年　　口5年　　■6年以上　　由無回答

図3－8．ポストドクター等経験の総年数（分野別）
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3．2．ポストドクター等以外の常勤職の経験［※分析対象（設問番号）：Q6］

我が国のポストドクター等に占める35歳以上の年齢層の割合は約4分の1となっており、その背景

には社会人経験（ポストドクター等以外の職の経験）等によりポストドクター等としての研究キャ

リアの開始時期が遅れたケースもある程度含まれていることが、事前のインタビュー調査－3から予

想されていた。本調査においても、「大学卒業以降、ポストドクター以外に常勤の職業（アルバイ

トなどを除く）に就いた経験はありますか」の間を設けることで、その実態を把握することにした。

その結果、年齢の上昇に伴い、ポストドクター等以外の常勤職に就いた経験のある者の割合は増え、

35歳～39歳の年齢層では39％（5年以上の経験者は14％）、40歳以上の年齢層では58％（5年以上の経験

者は44％）に達していることが判明した（図3－9参照）。

男女別に見ると、女性のポストドクター等についてはポストドクター等以外の常勤職を経験した

者の割合が31％と、男性の20％に比べて高くなっている（図3－10参照）。雇用状況調査においても、ポ

ストドクター等に占める女性の割合は40歳以上で高まる傾向にあることが判明しており、女性は男

性よりも社会人経験（ポストドクター等以外の常勤職の経験）等によりポストドクター等としての

研究活動の開始時期が遅くなっていることがうかがえる。以上のことから、35歳以上の高年齢屑や

女性のポストドクター等については、ポストドクター等以外の職を含めた多様なキャリア経験を有

している実態が明らかとなった。

次に、分野別に比較すると、人文科学、理学、農学分野についてはポストドクター等以外の常勤

職を経験した者の比率が、それぞれ15％、17％、19％と低いものの、保健分野では39％と他分野に比べ

て高くなっている（図3－11参照）。ポストドクター等が多い理学分野の詳細を見ると、当該分野全体

の17％がポストドクター等以外の常勤職を経験しているのに対し、物理学専攻では10％と低い状況に

あることがわかる（図3－12参照）。以上のことから、理学分野については、大学卒業後に大学院進学、

大学院修了後にそのままポストドクター等になった者が多いことが予想される。理学分野について

は、ポストドクター等を複数回経験し、ポストドクター等としての活動期間が長期化している状況

も見られており、その中でも特に物理学専攻のポストドクター等については、以上の傾向がもっと

も顕著に表れている。

13科学技術政策研究所調査資料－152『インタビュー調査ポストドクター等のキャリア選択と意識に関する考察

～高年齢層と女性のポストドクター等を中心に～』（2008年1月）
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［ポイント］

＞年齢の上昇に伴い、ポストドクター等以外の常勤職に就いた経験のある者の割合が増加す
る。

＞女性のポストドクター等については、ポストドクター等以外の常勤職を経験した者の割合が

31％と、男性の20％に比べて高い。

［年齢別集計］

0％　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

29歳以下（195人）

30－34歳（556人）

35－39歳（215人）

40歳以上（69人）

全体（1035人）

■経験なし　　ロ1年　　図2年　　■3年　　□4年　　田5年－9年　　量10年以上

【男女別集計］

男性（780人）

女性（255人）

全体（1035人）

図3－9．ポストドクター等以外の常勤職の経験（年齢別）

0％　10％　20％　30％　40％　50％　60％　70％　80％　90％　100％

■経験なし　口1年　田2年　■3年　ロ4年　国5年－9年　■10年以上

図3－10．ポストドクター等以外の常勤職の経験（男女別）
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［ポイント］

＞保健分野（ほとんどが医学専攻）はポストドクター等以外の常勤職を経験した者の比率が他

分野に比べて高く、人文科学と理学分野では低い。

＞ポストドクター等が多い理学分野については、物理学専攻でその比率が1割ともっとも低い。

［分野別集計］

0％　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

理学（397人）

工学（223人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全体（1035人）

書経験なし　　□1年　　臼2年　　■3年　　□4年　　臼5年－9年　　■10年以上

図3－11．ポストドクター等以外の常勤職の経験（分野別）

［分野別集計（理学分野詳細）］

0％　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　100％

数学（16人）

物理（67人）

化学（45人）

生物（202人）

地学（27人）

その他の理学（40人）

理学以外の分野（638人）

■経験なし　　口1年　　臼2年　　■3年　　口4年　　国5年－9年　　el0年以上

図3－12．ポストドクター等以外の常勤職の経験（理学分野詳細）
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本章では、ポストドクター等が現在のポストに就くまでの経緯を把握することで、彼らの研究職

に対するイメージ、研究者を目指したきっかけなどについて分析する。

4．1．研究者を目指した時期［※分析対象（設問番号）：Q35］

まず、「研究者になりたいと思ったのは、いっ頃ですか」の設問に対して、「大学」「大学院以降」

と回答する者が全体の58％となっており、半数以上のポストドクター等が大学進学以降の比較的遅

い段階で「研究者になりたいと思った」ことがわかる。ただし、男女別に見ると、男煙が「小学校」

「中学校」「高等学校」といった初等・中等教育段階で研究者を目指した割合が37％であるのに対し、

女性では28％となっている（図4－1参照）。このことから、女性よりも男性のポストドクター等の方

が比較的早い段階で研究者を目指す傾向にあることがわかる。また、「研究者になりたいと思った

ことはない」と回答した者は少ないものの、女性のポストドクター等では6％とやや高い比率になっ

ている。

次に、研究者を目指した時期を分野別に比較すると、いずれの分野においても、大学進学以降に

「研究者になりたいと思った」者が半数以上ともっとも多く、特に人文・社会科学分野では「大学」

時代に45％程度の者が、工学分野では「大学院以降」に42％の者が研究者を目指していたことがわか

る（図4－2参照）。反対に、人文・社会科学分野よりも、理学、農学、保健分野のポストドクター等

のほうが、初等・中等教育段階の早い時期に研究者を目指していた者の比率が高く、特に理学分野

では44％に達している。「研究者になりたいと思ったことはない」と回答した者に着目すると、人文

科学分野で7％と、理学分野の2％に比べてやや高い傾向が見られる。
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議葛瓶詰甜距

［ポイント］

＞「大学」「大学院以降」に「研究者になりたいと思った」者が全体の58％を占める。

＞男性では「小学校」「中学校」「高等学校」で「研究者になりたいと思った」者が37％である
のに対し、女性は28％である。

＞全ての分野で、「大学」「大学院以降」に「研究者になりたいと思った」者が半数以上ともっ
とも多い。

＞人文・社会科学分野よりも、理学、保健、農学分野のポストドクター等のほうが、「小学校」

「中学校」「高等学校」で研究者を目指していた者の比率が高い。

［男女別集計］
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■小学校田中学校田高等学校日大学田大学院以降田研究者になりたいと思ったことはない□わからない

図411．研究者になりたいと思った時期（男女別）
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4・2・研究者を目指したきっかけ［※分析対象（設問番号）：Q351

本節では、ポストドクター等が「研究者になりたいと思ったきっかけ」（自由記述）を、研究者

になりたいと思った時期別に整理する。ポストドクター等の少年・少女時代に研究者を目指したき

っかけを把握することは、今後の我が国の科学技術関係人材を量的に確保する上でも参考となる】4。

本調査において「研究者になりたいと思ったきっかけ」について回答した者は全体の73％（有効

回答者1，035人のうち752人が回答）であり、小学校、中学校、高等学校、大学、大学院以降の時

期別に見ると、主として以下のような要因が挙げられる。

＞小学校時代に「研究者になりたいと思った」きっかけ

①科学館での体験学習や博物館見学などの課外活動、②理科の実験が楽しかったこと、②科学

雑誌・図鑑などの書籍やTV番組（科学関連の特集番組、アニメなど）の影響、③「白衣を着た」

博士像への憧れ、④身近に研究者がいたこと、⑤その他身近な出来事の影響など。

＞中学校時代に「研究者になりたいと思った」きっかけ

①熱心な教師や授業の影響、②理科への興味・面白さ、③科学関連の書籍（科学者の伝記を含

む）やTV番組（特集番組、ニュースなど）の影響、④身近に研究者がいたことなど。

＞高等学校時代に「研究者になりたいと思った」きっかけ

①授業・教師・部活などの影響、②理科への興味・面白さ、③研究への興味や探求心の芽生え、

④使命感、⑤書籍・TV番組などの影響、⑥身近に研究者がいたことなど。

＞大学時代に「研究者になりたいと思った」きっかけ

①教師・授業などの影響、②研究室配属や卒論などの経験、③研究への興味や探求心の芽生え、

④使命感など。

＞大学院以降に「研究者になりたいと思った」きっかけ

①研究の面白さや探求心の芽生え、②大学院での研究活動経験、③論文などの執筆経験、④民

間企業等での就職経験、④指導教員の影響など。

14【海外情報（米国）】2004年に米国の科学技術諮問委員会（PCAST：Presid。nt，scornmitte。。fAdvisorsonS。i。n。。

andTechnology）が大統領に諮問した報告書”Maintaining the Strength of Our Science andEngineering

Capabilities”では、科学技術関連の職業への国民の関心が低下している点を危倶している。その要因として、

特定分野で学位を取得するまでの期間が長期化していること、ポストドクターとしての研修期間がさらに必要で

あること、テニュアを獲得するまでのポストドクター期間はストレスが多いことなどを挙げている。
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初等・中等教育段階で特徴的なことは、教師や授業（科学館・博物館等での体験学習や課外授業

などを含む）の影響の他、書籍（科学雑誌、図鑑、科学者の伝記など）、TV番組（科学関連の特集

番組、アニメなど）、身近な研究者の存在（親など）などから得る肯定的な研究者像が影響を与え

ている様子がうかがえる。

≡l：維 書芸者甜添娠瓶「工〕つ

［小学校時代に「研究者になりたいと思った」者の回答例］（回答音数：99人）

※回答者の記述をそのまま掲載

○課外活動などの影響、実験の楽しさ

・「理科の授業や夏休みの宿題、科学館での体験授業等で研究に触れるのが好きだったから」（28

歳女性、保健分野）

・「学校の社会科見学で遺跡や博物館を見学した際に、研究者の講演を聴き、仕事を実際に目にし

て興味を持った。また、研究成果の著書を読んで更に研究者になりたいと思った」（38歳女性、人文

科学分野）

・「小学校のときに友人と発明部を作って、チョークの再生に関して研究したこと」（34歳男性、理学

分野）

・「理科の実験が好きだったこと、及び様々な現象や物事を科学的に解明できたら面白いと思ったこ

と」（31歳男性、工学分野）

・「科学実験がすきだったから」（37歳男性、理学分野）

・「理科の実験が楽しかったのが原点。今はその延長戦にいる」（36歳女性、保健分野）

・「理科の化学実験が楽しかったから」（31歳男性、工学分野）

○書籍・TV番組などの影響

・「本、テレビ番組、などのメディアを通じて研究の面白さを知った事」（33歳女性、理学分野）

・「図鑑や過去の研究者の伝記などを読んだこと」（27歳男性、理学分野）

・「科学雑誌NEWTONを定期購読しているうちに、『科学者』という職業に憧れを持った」（28歳男

性、社会科学分野）

・「子供のころから科学が好きで、小学校高学年のころから大人用の一般向け科学の本（ブルーバッ

クスなど）を読んでいて、将来、研究者になりたいと漠然と思っていました。本気で研究者を目指した

のは大学に入ってからですが」（42歳男性、理学分野）

・「科学読み物などの書籍を通じ、科学に興味を持った」（36歳男性、保健分野）

・「もともと自然観察が好きであって、科学者の伝記等を読んでいたから」（31歳女性、農学分野）

・「土星などの天体の写真を見て、天文学者になりたいと考えました」（28歳男性、理学分野）

・「テレビや本で宇宙の研究のことを知ったこと」（31歳男性、理学分野）

・「キュリー夫人の映画を見たことで興味が湧いた」（29歳女性、理学分野）

・「NHK放送の『人体』をみて科学者の役割を知り，そのような仕事をしたいと思った」（28歳女性、

理学分野）

・「テレビでバイオテクノロジーの特集番組を見て」（35歳男性、理学分野）

・「サイエンス系のTV番組（おそらくNHK特集）を見て、自分もまだ知られていない現象を解明する

ヒト（研究者）になりたいと思ったから」（30歳女性、理学分野）

・「小さな頃、マンガ『鉄腕アトム』を読んで、お茶の水博士になりたいと思ったこと」（48歳男性、理学

分野）

・「ドラえもん、学研科学、ファーブル昆虫記など科学に関する読み物、科学を題材にした読み物に
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多く触れたことがきっかけ。また、父親が研究者（文系）であることも影響している」（29歳男性、工学

分野）

・「SFアニメ」（35歳男性、理学分野）

・「宮崎駿の映画を見た」（29歳男性、理学分野）

○博士・研究者への憧れ

・「白衣を着て仕事をしたかったから」（30歳男性、保健分野）

・「白衣にあこがれたから。理科の実験が好きだったから」（31歳女性、工学分野）

・「知られていないことを調べたり発見したりする仕事が楽しそうだと感じたから」（29歳女性、理学分
野）

・「誰も知らないことが誰よりも早くわかるから（実際は、わからないことの方が多いけど）」（36歳男
性、理学分野）

・「科学の発展に貢献した先人たちの業績に感銘を受け，次は自分が研究者となって次世代のため

に研究すべきと使命感を感じたため」（31歳男性、工学分野）

・「博士になりたいと思った」（31歳女性、保健分野）

・「博士になって社会貢献がしたいと思った」（36歳男性、理学分野）

・「ノーベル賞を狙えるから」（31歳男性、理学分野）

・「すごそうだったから」（37歳男性、理学分野）

・「楽しそうだったから」（29歳男性、工学分野）

○身近に研究者がいたこと

・「両親が研究者だったから」（30歳男性、社会科学分野）

・「祖父と父が大学教授だったから」（38歳男性、理学分野）

・「身近に研究者がおり、研究に興味があったから」（32歳男性、人文科学分野）

・「身近な人が研究者だったこと」（30歳男性、農学分野）

・「親の研究者としての姿をみて」（29歳男性、工学分野）

・「親が研究職であるため」（32歳男性、農学分野）

・「親が研究者で、魅力的に感じた」（34歳男性、理学分野）

・「研究者である祖父、父の姿を見て」（27歳男性、工学分野）

○その他

・「父親との死別がきっかけで他人の役に立てる仕事がしたかったのと、多くの人のた桝こなる仕事

に就きたかったことと、小学校の先生の理科の話がきっかけです」（28歳男性、理学分野）

・「日常的に地震を体験していたため、地震が起きるメカニズムが知りたいと思ったから」（31歳男

性、理学分野）

・「自然科学の教材等を両親からプレゼントされ、研究活動に夢や憧れを持ったため」（31歳男性、

工学分野）

・「動物好きが高じ、生物学に関心を持った」（28歳男性、理学分野）

・「知らないことを突き詰めて考えるのが好きだったから」（35歳女性、理学分野）

・「生物に興味があったため」（28歳女性、理学分野）

・「科学者の方の話を伺ったこと」（38歳男性、工学分野）

・「パソコンが家にやってきて」（32歳男性、工学分野）

他
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蓮華瀾飯迂惑涌遽音調腰瞳

［中学校時代に「研究者になりたいと思った」者の回答例】（回答者数：64人）

※回答者の記述をそのまま掲載

○教師や授業などの影響、理科への興味・面白さ

・「理科の授業でいろいろな岩石を実際触る機会があり、地質の好きな教育実習生が熱心に説明して

くれた」（35歳女性、理学分野）

・「部活の担当教員の影響」（41歳男性、農学分野）

・「中学校の理科教員が研究活動にも熱心な先生で、感銘を受けたから」（33歳女性、保健分野）

・「中学の時の数学教師が数学に情熱的で、大学院で学びながら教育活動をしている方でした。そ

の先生に習い、楽しそうに語る姿を見るうちに、いつしか大学では数学を専門に選び、研究者の道

へと進んできました」（30歳男性、理学分野）

・「科学部に所属していて、顧問の先生の友人の研究所を見学にいったこと」（34歳女性、理学分野）

・「家庭教師の先生が工学部の大学院生であったことと、理科の実験が特に好きだったため」（31歳

女性、農学分野）

・「夏休みの自由研究」（30歳男性、理学分野）

・「理科の授業で見たこと聞いたことについて興味をもち、さらにそれらの現象を深く理解したい、もっ

と解明したいと思ったから」（29歳女性、保健分野）

・「理科の科目が得意で好きだったから」（43歳女性、理学分野）

・「理科が面白いと感じていたから。」（35歳女性、理学分野）

○書籍・TV番組・ニュースなどの影響

・「理科教育とファラデーらの著作」（29歳男性、理学分野）

・「本や映画にでてきた研究者に憧れた」（29歳男性、理学分野）

・「日本人初のスペースシャトル、ペイロードスペシャリストの誕生」（29歳男性、理学分野）

・「雑誌のNewtonを読んで面白そうだと思ったこと」（33歳男性、理学分野）

・「ブルーバックスを読んで」（32歳男性、理学分野）

・「テレビの研究者関連企画番組を見たこと」（31歳男性、工学分野）

・「テレビで『環境問題』に関わる研究者のインタビューを見たのが最初のきっかけ」（33歳女性、農学

分野）

・「アインシュタインの伝記を読んだこと」（31歳男性、理学分野）

・「NHKの『アインシュタインロマン』を観て興味を持ったから」（32歳男性、理学分野）

・「教育テレビ等の生物学系の番組を見て、生命現象の解明に興味を持ったこと」（33歳女性、農学

分野）

・「過去の偉人の伝記を読んで」（34歳男性、工学分野）

○身近に研究者がいたこと

・「慕っていた祖父が（現在の自分の専門とは異なるが）大学の研究者だったので」（30歳男性、社

会科学分野）

・「父・祖父が研究開発に従事していたこと」（31歳男性、理学分野）

・「親が研究者でその影響」（30歳男性、農学分野）

・「研究者の叔父に憧れて」（30歳男性、工学分野）

他
赤
撼
　
静
ノ
儲
岩
亭
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≡l：：醐題輸甑二

［高等学校時代に「研究者になりたいと患った」者の回答例］（回答者数：143人）

※回答者の記述をそのまま掲載

○授業・教師・部活などの影響、理科への興味・面白さ

・「理科系の科目に強い興味があった」（39歳女性、理学分野）

・「科学をおもしろく感じた」（36歳男性、農学分野）

・「高校での授業から科学に興味を抱いたため」（34歳男性、保健分野）

・「高校の生物の授業を受けて、生命科学研究が面白いと感じた。教師が情熱を持って教えてくれ

た」（30歳男性、理学分野）

・「高校の頃の物理の授業が大変面白く、物理の研究する職業に就きたいと思い、理学部へ進学し

研究者になることを決意した」（28歳男性、理学分野）

・「高校の物理学の講義が面白かったから」（30歳男性、工学分野）

・「理科、化学実験が好きだったから」（48歳男性、保健分野）

・「高等学校時代の部活動を通じて研究の面白さを知った」（33歳男性、理学分野）

・「生物の実験を通じてそう思うようになった」（30歳男性、理学分野）

・「化学や生物の実験が好きだったから」（30歳女性、農学分野）

・「自由研究課題」（37歳男性、理学分野）

・「生物部で研究したことがきっかけです」（36歳男性、工学分野）

・「高校在学時に理科教諭の課外研究活動を友人に誘われて手伝い始め、実験や観察から自分の

手で新たな発見をする楽しさを感じたことがきっかけとなった」（35歳女性、農学分野）

イ高校の部活（物理部）がとても楽しい体験だったので」（37歳男性、理学分野）

・「高校の生物の授業を受けて」（29歳男性、保健分野）

・「担任教師のアドバイス」（36歳男性、人文科学分野）

・「高校時代の教師の影響で、農学分野の仕事に就きたいと思い、その中でも研究者はやりがいがあ

ることと、自分の性格に向いていると感じたから」（34歳女性、農学分野）

・「高校で恩師の薫陶を受けて」（30歳男性、人文科学分野）

・「先生の勧め」（30歳男性、工学分野）

○研究への興味、探求心の芽生えなど

イ物理学がとても魅力的に思え、その発展に貢献できたら素晴らしいだろうと考えたため」（36歳

男性、理学分野）

・「脳の仕組みに興味をもち、未知の機能を知りたいと思ったことより」（29歳女性、理学分野）

・「不思議と思うことを追求せずにはいられない性格なため」（34歳男性、工学分野）

・「地球温暖化や砂漠化について、いろいろ調べ始めたこと」（33歳男性、理学分野）

・「新しいことを発見することを楽しいと感じたから」（31歳男性、工学分野）

・「新しいことを発見したいと思った」（37歳男性、農学分野）

・「自分の体のことを理解したいと思ったから」（45歳女性、理学分野）

イ自分の才能を生かした職業に就きたかったから」（29歳男性、理学分野）

・「自分の興味関心分野が研究を必要とするものだったから」（29歳男性、保健分野）

・「研究で飯が食えたらいいなと思ったから」（29歳男性、農学分野）

・「経済活動等とは異なり、理は普遍であると思い、それを探求したいと思った」（30歳男性、保健分
野）

・「元来，生物全般に興味があり、利益追求よりも知的好奇心を満たす方が強い満足を得られると考

え、研究者が適していると思った」（35歳女性、保健分野）
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・「元々技術者になりたいと思っていましたが、高校の時に気象衛星からの直接画像受信をクラブで

企画し行いました。この時、物理で勉強した内容（電波のドップラー効果、衛星の速度、地球が丸い

事など）が本当である事を実感した。これらは多くの研究者が研究活動を通じて明らかにした事物で

あり、自分もこのような意義ある活動に参加したいと考えた」（42歳男性、工学分野）

・「生物が好きであり、研究が面白そうだった。人のために役立つ、病気を治す研究がしたかった」（30

歳女性、保健分野）

・「生き物はどうやって生きていけるのか、理科の授業で習うよりももっと細かい所が気になったから」

（36歳女性、農学分野）

・「数学、物理などが面白く得意でした。これを生かして仕事が出来ればと思ったことや、未知の分野

を切り開く仕事が面白そうだと感じたため」（33歳男性、理学分野）

・「生命科学の何か新しいことを発見したかった」（37歳男性、理学分野）

・「ヒトが生きている仕組みに興味があった病気の解明に役立つような研究をしてみたいと思った」（30

歳女性、理学分野）

・「自然界の謎を解き明かしたいため」（37歳男性、保健分野）

・「医薬品の研究開発に興味を持ち、このようなことに関わっていきたいと思い、その手段の一つとし

て生物系の研究者を志した」（28歳男性、理学分野）

・「医者になろうかと思ったが、研究職の方がより基礎科学に近く魅力的だったから」（30歳女性、保

健分野）

・「高校時代の家庭教師から研究の話題を聞き、興味を持った」（34歳男性、理学分野）

・「I，vealwayslikedsciences．Makingnewdiscoveriesissomethingbothchallengingandrewarding・」

（38歳男性、理学分野）

・「環境問題に興味があった」（31歳男性、農学分野）

○使命感など

・「他人を賠めたり不幸にさせるような仕事をさせられる事が絶対に無いと思ったから」（28歳男性、理

学分野）

・「小さい頃から動物が好きで、野生生物の保護をするためには基礎生態の研究が必要だと考えた」

（29歳女性、農学分野）

・「砂漠化対処に革新的な発見や発明が必要だと感じたため」（36歳男性、農学分野）

・「手を動かして実験をすることが好きで、環境問題について何か改善策を見つけたいと思ったから」

（30歳女性、理学分野）

・「科学の発展を通じた人類社会への貢献にあこがれた」（30歳男性、理学分野）

・「社会について自分の意見を主張したいと思った時に、他人を説得する根拠が必要だと思ったこと」

（31歳男性、社会科学分野）

・「企業や国家という枠にとらわれずに、自分の力によって地球や人類に貢献できる職であると考えた

から」（33歳男性、工学分野）

・「医療への貢献」（30歳男性、理学分野）

○書籍・TV番組・ニュースなどの影響

・「利根川進著『精神と物質』を読んで」（34歳男性、理学分野）

・「湯川秀樹の随筆を読んで、面白そうだったから」（30歳男性、理学分野）

・「勝海舟の『氷川清話』を読んでから日本の近代化に興味を持ったから」（37歳男性、人文科学分

野）

・「S．W．Hawkingの『ホーキング宇宙を語る』を読んだこと」（33歳男性、保健分野）

・「NHKスペシャル『銀河宇宙オデッセイ』を観て、未知の事象・現象を解明していくという行為に憧れ

たから」（34歳男性、工学分野）

「書籍や雑誌等で現在の研究分野である宇宙のことに興味を持ったこと」（30歳男性、理学分野）
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・「新書や科学雑誌などを見て」（29歳男性、工学分野）

・「漫画を見て」（29歳男性、理学分野）

・「科学者の本に感銘を受けたから」（34歳女性、保健分野）

・「科学雑誌等を読んで」（32歳男性、理学分野）

・「影響を受けた本の著者が大学の先生だったため」（34歳男性、理学分野）

・「いくつかの本を読むことにより、科学上の大発見を夢見るようになりました」（28歳男性、保健分野）

・「テレビ番組（アインシュタイン（フジテレビ））と生物の授業（DNAの魅力）」（34歳男性、理学分野）

・「テレビでバイオテクノロジー関連の番組を見たこと」（37歳男性、理学分野）

・「サイエンス関係のニュースを聞くうちに」（27歳男性、保健分野）

・「啓蒙書を読み、そこに書かれているようなこと（研究）を自分も行ってみたいと考えたこと」（29歳男

性、理学分野）

・「興味深い歴史書を読み、感銘を受けたこと」（37歳男性、社会科学分野）

・「教育テレビの番組を見て」（31歳男性、人文科学分野）

・「高校時代に中国の環境破壊を特集したTV番組を見、環境問題に取り組む研究者が紹介され、自

分もそうなりたいと思った」（33歳男性、工学分野）

・「高校の生物の資料集にのっていたNASAの研究紹介をみて感動したこと」（30歳女性、農学分野）

・「ノーベル賞受賞者の対談を読んでから」（31歳男性、理学分野）

○身近に研究者がいたこと

・「両親の影響」（33歳女性、理学分野）

・「両親とも研究職だったのでなるのが当然だと思っていた」（33歳男性、農学分野）

・「両親が研究者だったので」（36歳女性、保健分野）

・「父が病理医のため研究職は時間、休暇など自主的にコントロールできる職業だ、と感じたため（で

も実際は仕事が多くてそういうわけにはいかない）」（39歳女性、保健分野）

・「身近に研究者がいたから」（32歳女性、保健分野）

・「自分が物心つく前にこの世を去った、研究者の父を知るため」（32歳男性、理学分野）

・「尊敬できる研究者が周りにいたため」（35歳男性、その他の分野）

○その他

・「夢があったから。今考えると国に煽られたかも」（30歳男性、理学分野）

・「大学のオープンキャンパスにおける面談」（28歳男性、工学分野）

・「研究者になるといったことよりも、博士号を取得することが重要であることを海外での生活を通して

感じたから。」（32歳男性、工学分野）

・「当時は研究職ならあまり人付合いしなくても済むと思っていたから」（30歳男性、理学分野）

・「楽そうだったから」（34歳男性、社会科学分野）

・「小学校低学年時から読書、実験に没頭する方で、文系・理系どちらでも物事を突き詰める仕事に

就きたかったが、ロールモデルが身近になかった。予備校の夏期講習で講師（アルバイト）に博士課

程やOD、PDの研究者が多く、彼らに話を聞くことで研究者というものがようやくイメージできた。」（44

歳女性、農学分野）

・「特に理由は思い出せないが、漠然と自分は博士課程を修了して、研究者になりたいと思っていた」

（35歳男性、保健分野）

・「なんとなく」（37歳男性、理学分野）

・「きっかけのようなものは明確にはありませんが、面白そうだと思いました。」（36歳男性、（工学分野）

他
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≡畢；紙

［大学時代に「研究者になりたいと思った」者の回答例］（自由記述回答者数：205人）
※回答者の記述をそのまま掲載

○教師Ⅰ授業などの影響

・「指導教官や受講した講義の教授との話から」（32歳男性、社会科学分野）

・「大学時代に出会った先生の影響があって、将来教育関係の仕事に就きたいと思った」（29
歳女性、社会科学分野）

・「大学の講義を受けて自分でも真理の探究をしてみたいと思った」（30歳男性、理学分野）
・「大学の講義で、担当だった教員の方の研究内容がとても魅力的で興味を持ったため」（28
歳男性、理学分野）

・「生物学を習ったときに、その巧妙な仕組みに感銘を受けたから」（38歳男性、保健分野）

・「大学1年のときに受けた指導教官による講義。当時、社会的にも学術的にも意義深く、
かつ将来性のある研究テーマであると思った」（29歳男性、農学分野）

・「尊敬する教授に出会ったから」（30歳男性、農学分野）
・「大学の物理実験（考察すること）が楽しかったことがきっかけとなりました」（31歳女性、
工学分野）

・「兵庫県南部地震の発生と地学実験の授業が興味深かったこと」（32歳男性、理学分野）

・「実験が好きだった為」（33歳女性、保健分野）

○研究室配属、卒論などを通して

・「大学四年生時に研究室に配属されて、研究が面白いと感じたこと」（32歳男性、理学分
野）

・「学部時代に所属していた研究室で、教官の指導のもとで卒業研究を通して、研究活動を

行ったことがきっかけとなりました」（31歳女性、工学分野）
・「研究室に所属し、実際に研究に携わったこと」（34歳男性、農学分野）

・「卒論作成のための実験活動が面白く、同じテーマの研究をもっと続けたいと思ったので」
（30歳女性、人文科学分野）

・「卒業研究を面白いと感じたから」（32歳男性、農学分野）
・「卒業研究における独創的な研究が成功したこと。それにより大学の薦めもあり就職内定

も辞退した。後にその分野の研究が学会より個人表彰を受けるまでに発展している」（31歳
男性、工学分野）

・「学生実習や卒業研究を通して、実験の楽しさを知った」（31歳男性、理学分野）
・「大学の卒業研究の際、研究目的のために、様々な知識をつけたり、データを分析するこ

とが楽しかったため」（29歳男性、人文科学分野）

・「大学の卒業研究にて直に研究に触れ、世界と繋がる研究の魅力に魅了されたこと、また、
先輩や教員の経験を聞き研究者としての生き方に憧れたこと」（27歳男性、保健分野）

○研究への興味、探求心の芽生えなど

・「未知のものに取り組めるため、知的好奇心が満足されること。またその成果を世に還元
できること」（31歳男性、農学分野）

・「研究の面白さが理解できるようになったこと」（32歳男性、工学分野）
・「自分で研究の目的、対象をほぼ自由に計画でき、それらを遂行するために知恵を絞る事
が楽しいと思ったから」（33歳男性、農学分野）

・「自分で仮説を組み立て、目標に向かって自分をコントロールしながら研究をすること、
論証するおもしろさに自覚めたから」（36歳女性、人文科学分野）
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・「高等学校までの常識的な知識が根底から覆り、新鮮な世界が眼前に開けたとき、新しい

知見を創造する営みに生き甲斐を感じたとき」（37歳男性、人文科学分野）
・「社会の経済的活動に魅力を感じず、科学的研究での真理追求に魅力を感じるから」（32
歳男性、理学分野）

・「生命現象についてなにか1つでも明らかにしたいと、分子生物学の授業を受けて思った
から」（36歳女性、理学分野）

・「高度な理論の美しさに魅かれた」（40歳男性、工学分野）

○使命感など

・「農業の維持・発展に貢献する一つの方法と考えたから」（38歳男性、農学分野）
・「臨床医療の現場では未知の、不治の疾患が多いと思っていて、研究者になりましたら臨

床医師以上の貢献が出来るじゃないかと思っていたのがきっかけです」（47歳男性、保健分
野）

・「環境問題に興味があり、自分も何かの役に立ちたいと思ったから」（29歳女性、理学分
野）

・「社会問題を改善したかったから」（33歳男性、社会科学分野）
・「「知の創造」と「国を担う人材の育成」という、国政上、最も重要な職業の一つであると

考えたから」（31歳男性、工学分野）

○その他

・「大学4年の頃の民間企業へのインターンシップを経験したこと」（29歳男性、理学分野）

・「家庭教師や塾のアルバイトで、教える喜びを知ったことと、恩師に「向いている」と言
われたことがきっかけになっています」（33歳男性、社会科学分野）

・「お世話になった博士課程の先輩が、楽しそうに研究活動を行っていて、自分もやってみ
たくなった」（29歳男性、工学分野）

・「分かりやすく、かつ、すぐれた学術書を読んだこと。自分もそのような本を書けるよう
になりたいと思った」（30歳女性、社会科学分野）

・「大学入学後、勉強系サークルで数学や物理学の輪講をやって来た為」（34歳男性、理学
分野）

・「出版物の影響」（34歳女性、保健分野）

・「両親が研究者なので自然に」（34歳女性、人文科学分野）

・「勤務時間や業務内容を自分がコントロールできるところに魅力を感じたため」（30歳男
性、工学分野）

・「大学教授になりたかった」（33歳女性、保健分野）
・「大学教員のライフスタイルに憧れた」（32歳男性、社会科学分野）

・「博士号への憧れ。研究が肌に合っていると感じたから」（31歳男性、農学分野）
・「当時の研究者に対する社会的な高評価」（30歳男性、保健分野）

・「インパクトのある本との出会い」（30歳男性、社会科学分野）
・「奨学金の返済義務が免除されるから」（33歳男性、理学分野）

・「他分野の職種に自分の才能が適していないと感じたから」（37歳男性、保健分野）
・「他の仕事が向かないと思った」（29歳男性、社会科学分野）

・「研究者以外になりたいものがなかった」（32歳男性、農学分野）
・「なんとなく」（29歳男性、工学分野）
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詞買鎚翫溺胃遜隠最澄調閤駈議題辺琶粥渕闇認諾

［大学院以降に「研究者になりたいと思った」者の回答例］（回答音数：222人）

※回答者の記述をそのまま掲載

○研究・論文執筆の面白さ、探求心の芽生えなど

・「研究プロジェクトをくみ上げる過程の楽しさ、及び研究業務の楽しさと、達成時の満足感を実感し

たため」（27歳男性、保健分野）

・「研究の面白さを知ったから」（35歳女性、その他の分野）

・「研究の面白さを感じた」（36歳男性、農学分野）

・「研究の楽しみを覚えたから」（35歳男性、工学分野）

・「研究にやりがいを感じたから」（29歳女性、理学分野）

・「研究テーマをより深く明らかにしたいと考えたから」（40歳男性、農学分野）

・「研究することがおもしろく、研究成果を地域のために活かしたいと考えたから」（33歳男性、社会
科学分野）

・「研究していたテーマについて大きな進展があった時にとてもうれしかったから」（30歳男性、工学
分野）

・「研究して、生活できるなら楽しそうだから」（35歳男性、農学分野）

・「研究が面白かったから」（28歳女性、理学分野）

・「研究がおもしろかったから。研究者がかっこいいと思ったから。研究者は外国を歩きまわること

が多いと思ったから。研究者は自分の裁量で仕事ができると思ったから」（28歳男性、理学分野）

・「実際に実験を任されるようになってからその魅力に惹かれました」（28歳男性、理学分野）

・「実験や調査を行うことが楽しくなったため」（30歳男性、農学分野）

・「実験が好きということと、探究心を持って取り組む姿勢が自分の性格に合うと思ったため。また、

当時の人間環境、研究環境にも恵まれていたから」（29歳男性、保健分野）

・「大学院以降の研究分野に対する知的好奇心」（31歳男性、工学分野）

・「大学院の中で勉強しているうちに、自分の知らない事が多く解っていないことを「明らかにする」

楽しさを知ったから」（35歳女性、保健分野）

・「自分が新しい事を発見することの楽しさを知ってから研究者になりたいと思った。また、社会に対

しての使命感もあって」（31歳女性、工学分野）

・「大学院の頃、純粋に研究が面白く、好奇心を掻き立てられた経験から研究に従事する職に就き

たいと考えました。また、研究に携わることにより直接的に人類、社会に貢献できる可能性と機会を

得ることができることも研究者を選択した要因の一つです」（39歳男性、工学分野）

・「物事を知り、その知の生産に自分がかかわることに喜びを覚えたから」（34歳男性、人文科学分
野）

・「物事の成り立ちが知りたかった」（30歳女性、理学分野）

・「大学院生（修士）の時の自分の研究テーマがグループ内で最も規模の小さなテーマだったため

に、殆ど研究費が貰えず備品、消耗品の購入にも苦労した経験があった。その時に十分な機材が

整った環境で研究したら自分の能力はどれ程のものなのかを知りたくなり、博士課程へ進学し研究

者になろうと思った」（33歳男性、工学分野）

・「修士、博士課程において研究活動を行い、自身に向いていると感じたから」（28歳男性、工学分
野）

・「大学院で実際に研究を行なって、研究生活が楽しかったことと、指導教官に自分の研究を実行

する能力は低くないと言っていただいたため」（32歳男性、理学分野）

・「大学院で研究しているうちに、意外と自分に向いていることに気づいた」（30歳男性、理学分野）

・「大学院で興味あるデータと出会えたから」（33歳女性、人文科学分野）

・「大学院での研究活動を通じて、研究者が（自分の中では）最も向いている職業だと思ったから」
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（36歳男性、理学分野）

・「大学院での研究が面白くなってきた頃になりたいと思った」（37歳男性、理学分野）

・「大学院での研究が楽しく、その研究を続けたいと思ったから」（33歳女性、農学分野）

・「修士課程の研究において、自分自身の手で物事を明らかにできることが面白いと感じた。常に

科学の先端に触れることができるのがよい」（31歳女性、保健分野）

・「論文投稿に楽しみが感じられたため」（31歳男性、社会科学分野）

・「初めて書いた論文に対し、国内外から反響があり、うれしかったから」（30歳女性、社会科学分

野）

・「初めて国際誌に論文が掲載されたときかな」（33歳男性、理学分野）

・「初めて行った実験がうまくいき，修士の間に論文を出せたので」（33歳女性、保健分野）

・「修士論文を評価していただいたことで、修士課程修了後も研究活動を継続していく自信を持つ

ことができたから」（29歳男性、人文科学分野）

・「卒論、修論の研究を通じて「博士」という学位に関心を持ったため」（31歳男性、農学分野）

・「卒業研究を行っている時に知らないことを知れるおもしろさ、自分で考えて、何がしの答えに行き

着く過程にワクワクした」（32歳女性、保健分野）

・「卒業研究に興味があり、研究を継続したいと考えた」（35歳男性、理学分野）

・「卒業研究で行っていた研究が、従来に無い興味深い結果だったので、自分でより深く研究して

みたくなったため」（33歳男性、工学分野）

○民間企業等への就職を通して

・「民間企業に就職し、業務を行う中で、「広く浅く」ではなく、一つの分野を専門的に研究したいと

思ったこと」（33歳男性、工学分野）

・「民間会社で、部分的に研究業務を遂行していた時期に、研究活動へ興味を強く受けたため、研

究活動を主とした研究者を目指すこととなった」（35歳男性、農学分野）

・「企業で製品開発をしていて科学への興味が大きくなり、なりたいと思った」（40歳女性、工学分

野）

・「企業での研究開発職としての実務」（33歳男性、理学分野）

・「企業での開発業務が退屈だったこと」（27歳男性、理学分野）

・「博士取得前の就職時、テクニシャンとしての仕事に不満を感じたから」（40歳女性、保健分野）

・「就職してから、研究活動が必要だと思ったから」（36歳女性、保健分野）

・「社会経験後に大学院に進学したため、広い視野で研究に取り組む事ができるため」（36歳男

性、工学分野）

・「大学卒業後社会に出て感じたテーマを追究したいと思ったため」（39歳女性、その他の分野）

・「大学卒業後に一度社会に出て（出版社に就職して）勤務しながら将来について熟考した」（39歳

男性、社会科学分野）

・「NPO有給スタッフ時に、現場の状況の限界を経験し、アカデミックな視点から問題点を考え直し

たいと思ったから」（34歳男性、社会科学分野）

・「現在の職場に技術員として就職し、研究の仕事に触れて、研究を面白いと感じたことがきっか

け」（35歳女性、理学分野）

○指導教員の影響など

・「指導教授からの薦めと、自分で研究テーマを選択・実行できることが魅力で大学院に進学して研

究職につきたいと考えるようになった」（36歳男性、社会科学分野）

・「指導教官の姿をみて、教育・研究の面白さに目覚めました」（34歳男性、工学分野）

・「指導教官の影響」（34歳男性、理学分野）

・「指導教官に促された」（29歳男性、保健分野）

「mysupervisorsuggestedmetobecomearesearcher．」（32歳女性、工学分野）
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・「当時の上司の薦め」（33歳男性、工学分野）

○その他

・「世の中を変えたいと思った。高校時代の友人に向いていると言われた」（30歳男性、工学分野）

・「世のため、人のためになることをしたかったので」（33歳男性、理学分野）

・「これまでの研究生活を通し、研究を通して社会貢献できる道を考えたいと思うようになった」（27歳

女性、農学分野）

・「大学院の身に付けたことを、異分野においても、より発展させたいと考えたため」（33歳男性、理

学分野）

・「大学院ではあまり真剣に研究に取り組まなかった。就職活動で様々な研究者の話を聞きもっと

研究したいと思い研究機関に就職した。そこでNIHに短期留学する機会を得、帰国して博士号を

取得しようと決意した」（34歳女性、農学分野）

・「アルバイト先の研究室で大学院への入学を勧められた」（50歳女性、工学分野）

・「企業への就職に失敗したため。また研究が面白かったから」（30歳女性、農学分野）

・「奨学金の返済免除」（31歳男性、（工学分野）

・「日本学術振興会のDClをいただいて、研究しながら生活できることを実感したから」（27歳女性、

人文科学分野）

・「他の職種を選ぶ際には既に年齢制限の対象外であったことと、ライフサイエンスへの探求心か

ら」（34歳男性、農学分野）

・「他に選択肢がなかったため」（40歳女性、理学分野）

・「他に行くところがなかったから」（33歳男性、工学分野）

・「就職活動中に、企業の求めているものと自分のやりたいことのギャップに気付いたため」（38歳

男性、理学分野）

・「就職活動時に研究者という職業が適しているのではと確認できたから」（30歳男性、理学分野）

・「両親が博士号取得者だから」（33歳男性、保健分野）

・「家庭環境にもよる。父が大学の教官だった」（66歳男性、工学分野）

・「技術をベースに起業したいと思ったから」（30歳男性、工学分野）

・「すでに博士を取ったから、今後は唯一の道と思います」（32歳女性、理学分野）

・「今でも不明」（33歳男性、工学分野）

・「アメリカ留学」（31歳女性、保健分野）

・「仕方がない」（44歳男性、工学分野）

・「いろいろと制限の少ない職業であると感じたこと」（34歳男性、理学分野）

・「自分の発想を試すことができる」（35歳男性、理学分野）

・「自分のやりたいことができるから」（29歳男性、工学分野）

・「自分に適しているから」（44歳女性、保健分野）

・「自分が興味を持った学問の研鉾を通じて、自己の人格を陶冶しつつ、社会に対して広い意味で

の文化的な貢献を行いたいという希望があったため」（30歳男性、人文科学分野）

他
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4．3．ポストドクター等になった理由［※分析対象（設問番号）：Q29，Q37，Q38］

ポストドクター等になった主な理由を聞いたところ、「研究を続けたかったから」を挙げる者

が全体の46％ともっとも多く、次いで「研究者になりたかったから」の27％となっている（図4－3

参照）。有効回答者の73％が、「研究者になりたかったから」、「研究を続けたかったから」を理由

に挙げており、全体的に研究に対する強い関心が見られる。その一方で、「他に就職先が見つか

らなかったから」の11％を筆頭に、必ずしも積極的ではない理由（「他に就職先が見つからなか

ったから」、「奨学金の返済義務が免除されるから」、「先生、家族、知人、先輩などから勧められ

たから」、「企業などへの就職にあまり興味がなかったから」、「特にこれといった理由はない、ま

たは考えたことがない」）で現在のポストを選択した者も19％いることがわかる15。

男女別に比較すると、女性では「研究を続けたかったから」（53％）が「研究者になりたかったか

ら」（17％）を大きく上回っており、女性のポストドクター等については研究そのものの継続を希望

する傾向が見られる（図4－4参照）16。

次に、「ポストドクターを選択したこと」に対する満足度を見てみると、有効回答者の半数弱が

「ポストドクターを選択したこと」を「満足」または「やや満足」と回答しており、「不満」また

は「やや不満」と回答した割合よりも高くなっている（図4－5参照）。また、男女差も殆ど見られな

い。しかし分野別に見ると、人文・社会科学分野において「ポストドクターを選択したこと」に対

する満足度は高く、農学分野で満足度が低くなっている（図4－6参照）。

15【海外情報（米国）】調査方法や回答の選択肢が異なるために単純な比較はできないものの、米国においても「他
に就職先が見つからなかった」ことを理由に、ポストドクターを選択したと回答する者が1蟻（2006年）存在し
ている（Natiorlal Science Foundation，“Survey of Doctorate Recipients＝2006’つ。

16事前のインタビュー調査では、女性のポストドクター等の一部から「子供の育児もあるため、パーマネントな職

（大学教員などは雑務が多い）よりも、ボスドク・ポストのほうが良い」、「将来結婚し、夫の給与もあれば、ず

つとボスドクのままでもよい」といった意見が聞かれた。（科学技術政策研究所調査資料－152『インタビュー調
査ポストドクター等のキャリア選択と意識に関する考察～高年齢層と女性のポストドクター等を中心に～』
（2008年1月）を参照）
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［ポイント］

＞ポストドクター等になった主な理由として、「研究を続けたかったから」、「研究者になり

たかったから」をあげる者が全体の73％を占めている。

＞女性のポストドクター等では、「研究を続けたかったから」が「研究者になりたかったか

ら」を大きく上回っており、「研究」そのものの継続を希望している傾向が見られる。

［全体集計］

研究を続けたかったから

研究者になりたかったから

他に就職先が見つからなかったから

企業などへの就職にあまり興味がなかったから

ポストドクターになるのが当然といった認識があったから

先生、家族、知人、先輩などから勧められたから

研究職以外の職業に就く上で、ポストドクターの経験が役立つと
思ったから

特にこれといった理由はない、または考えたことがない

奨学金の返済義務が免除されるから

その他

［男女別集計］

0％　　　　10％　　　　　20％　　　　　30％　　　　　40％　　　　　50％

図4－3．ポストドクター等になった主な理由（全体）

□その他

■奨学金の返済義務が免除されるから

口特にこれといった理由はない、または考えたことがない

■研究職以外の職業に就く上で、ポストドクターの経験が
役立つと思ったから

皿先生、家族、知人、先輩などから勧められたから

m企業などへの就職にあまり興味がなかったから

国ポストドクターになるのが当然といった認識があったから

□他に就職先が見つからなかったから

国研究者になりたかったから

1研究を続けたかったから

男性（780人）　　女性（255人）　全体（1035人）

図4－4．ポストドクター等になった主な理由（男女別）
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［ポイント］

＞「ポストドクターを選択したこと」に「満足」または「やや満足」と回答したポストドク

ター等の割合は全体の46％を占めている。

＞「ポストドクターを選択したこと」に対する満足度に大きな性差は見られない。

＞分野別では、人文・社会科学分野において「ポストドクターを選択したこと」に対する満

足度が比較的高く、農学分野では満足度が低い。

［男女別集計］

鵜満足　田やや満足　にどちらともいえない　田やや不満　■不満

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

男性（780人）

女性（255人）

全体（1035人）

［分野別集計］

理学（397人）

工学（223人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全体（1035人）

図4－5．「ポストドクターを選択したこと」に対する満足度（男女別）

循満足　田やや満足　口どちらともいえない　国やや不満　書不満

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

図4－6．「ポストドクターを選択したこと」に対する満足度（分野別）
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ポストドクター等に対するキャリア支援を効果的に実施するためには、彼らの進路希望や研究者

以外の職業選択に対する意識を把握することが重要である。本章では、ポストドクター等が目指す

職業や進路の選択肢、さらにはキャリアアップを図る上で有益と考えるトレーニング等について考

察する。

5．1．ポストドクター等が目指す職業【※分析対象（設問番号）：Q38］

まず、「あなたは、将来どのようなポストに就きたいと思って、現在ポストドクターとして研究

していますか」の設問（自由記述）に対しては、有効回答者1，035人のうちの945人（全体の91％）

が回答している。自由記述であるため、ポストドクター等が希望する職業を明確に区分することは

困難であるが、可能な範囲で分類し、整理した結果を表5－1に示す。当然のことながら、「研究・

技術職」を希望するポストドクター等（他の職業を併記する者も含む）が圧倒的に多かった。また、

研究・技術職以外の職業を明示した者は少ないものの、コミュニケーター職や教育関連職などの記

述が見られている。
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研

大学・公的研究機 「大学の教員」、「大学または公的研究機関の研究者」、「国立大学

関等研究者 教授」、「公的研究機関の常勤研究員（大学は除く）」、rResearch占r

in an academ ic institute」、「教育義務がない、研究に専念できる大

学付属機関の研究者、もしくは公的機関の研究者。それが無理な

究 ら大学教員」、「研究と教育の両方に携わることのできる大学の教

技
術
職

員」、「大学、短大、高等専門学校における教育研究職」

民間企業研究者 「民間企業の研究職」、「製薬会社での新薬開発に向けた研究職」、

「企業のエンジニア」、「企業で研究をしたい。（あまりにも身分が不安

定なので、企業の方が少しはいいという考え。）」

研究者全般 「任期のない研究職」、「常勤の研究職」、「（自分の研究テーマを自分

で選ぶことができる）研究職」、「独立して研究テーマを遂行できる研究

者のポスト」、「特にアカデミック、民間は問わず研究者」、「大学、公務

員、私企業、何でも問わないので研究職につきたい。もし不可能だっ

たとしても研究に携わる仕事に就きたい」、「上司による権力の支配下

に置かれない研究者でいられるポスト」、「PIなどの独立ポスト」

ポストドクター等 「大学教員の器ではないので、ボスドクのまま研究を続けていたい」、

「上司にさえ恵まれれば、ずっとこのままポストドクターとして研究を続

けたいと思っている」、「なんとかポストドクターで定年を迎えられない

かと考えている」

その他 「公的研究機関で自分の研究室を持つ」、「いくつかの研究テーマを

（研究職以外の職 統括し推進する研究グループリーダー」、「大学教員、もしくは博物館

の併由を含む） 等の学芸員」、「大学・民間系の基礎科学研究員、学校の教員以外の

教育職 （塾講師など）」、「外資系企業の社員、国連の社員、大学の教

授」、「論文のための研究を一切しなくてよい、実戦重視の研究開発

者」、「任期を気にせずに研究を続けられる環境であれば良い」、「任

期の有無は問わない。 自分の研究テーマを遂行できること。 兢争的

資金の申請ができること。 所属機関の運営（予算 ・人事など）にある程

度かかわれること。 一般企業なみの社会保障があること」、「任期なし

のポストに就きたいとは思いますが、夫も子供もいる身で地方在住な

ため、あまりポストも無く、おそらく専業主婦になるような気がします。若

いうちはせめてポストドクターでもして研究に関わろうと思っておりま

す」、「非常に難しい質問だと思います。 当初はアカデミックポジショ

ンに着きたいと思？ていましたが結婚した今はいかに両立できるポスト

かを重視します。もし、現在のポジションで研究が続けられるならそれ

がいちばんいいと思います」、「基本は大学教員を希望するが、自分

の研究のキャリアが活用できるならば、拘らない」、「研究を仕事ととし

たパーマネントな職。 教育職以外にもその道があるなら就きたい。

（産休・育休を考えると、学生を持たないで研究できるポストが存在す

ればそちらに就きたい）」　　　　　　　　　　　　　　 ；

技術員等 「民間企業の技術職」、「テクニカルスタッフ」、「子供が手を離れたあ

と、常勤でテクニシャン的な形で研究を続けたいと思っています」　　 j
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コミュニケーター職 「博物館の学芸員」、「科学コーディネータ等、科学の普及に関わる
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職」、「自然科学系の博物館でのポスト」

知財関連職 「知財部門等のアシスタント業務」、「企業等に所属し、知財や共同研

業
尊

以
外
の
職
業

究などのコーディネーターを行う職業」

教育関係職 「研究職の経験を生かせるような教育関係の職」、「教育」

国際公務員 「国際公務員。特にW H O 、U N IC E F の職員」

医師・薬剤師等 「薬剤師」、「研究と臨床ができる医師としてのポスト」

その他 「文部科学大臣、大学長」、「学長」、「病院部長」、「専門的知識を活

かした起業」

正職員 ・正社員等全般

※ 「常勤職」などが 「常勤研 究

「任期無し常勤職」、「任期のない職業に就きたいと考えている」、「正

社員または正式な職員として勤務したい」、「教育・研究機関の常勤

職」、「現在は一般企業への就職を検討中。そのために研究内容、業

績よりはマネジメントや技術的な知識を増やしている」、「基本的には、

職」を意味する可能性はあるも 海外を拠点とした研究活動を希望していたが、年齢や配偶者の存在

のの、業務内容が不明な場合 もあり、難しくなってきたと考えている。そういう意味で、とにかくパーマ

は、本区分に含めた。 ネントな仕事に就きたい、今はそれだけである」

その他 「ポストに関係なく、世のため人のた釧 こなることを続けていきたいで

す」、「自分の知識を活かせる職 現場で活動できるポスト」、「ノンリサ

ーチの職を見つける為の繋ぎとして働いている」、「家業の技術革新の

ため」、「研究以外の職に転職する」、「およめさん」、「…研究職は離

れようと思っています」、「家族と自分の生活が安定するだけの収入が

保証され、また、わずかな時間でも現在行っている研究テーマに集中

できるような時間と環境に恵まれるのであれば、体力的に厳しい業務

内容の仕事やあっても就きたいと願っています」、「食っていければな

んでもいい」、「将来もずっと実験できればなんでも良い」、「自分の腕

を生かせるのであれば、ポストにはあまりこだわらない」、「これまでに

身につけた技術、知識を生かせる職種に就職を希望しています。ま

た、自らの仕事の成果が社会に十分に還元でき、社会生活や人材育

成に役立っことを望みます」

未定・検討中 「ポストドクターを始めた当初は、研究者になりたいと思っていたが、現

在のところは、迷いはじめている。自分は研究者としてむいていないか

も知れないと思う反面、他の仕事をするにしても、やりたいことが見つ

からない、という状態」、「ドクターの学位を生かして、研究を続けていく

か、それとも専門的な知識をつけて、弁理士として活動していくか迷っ

ている」、「特になし」、「特に考えていない。ご縁でしょう」、「lh′ave

never thought about this question．」、「将来のことは考えていない。 今

研究していることをたのしんでいるだけ。 出世しても雑用が増えるば

かりで良いことはない。」、「今回の任期が終了すれば、出産準備に入

る予定なので、育児が落ち着けば将来どのようにしていくか改めて考

えたいと思っています」、「目前の成果達成のため、キャリアパスを含め

プライベートなことを考える時間的、精神的余裕はありません」
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5．2．ポストドクター等が考える就職の選択肢［※分析対象（設問番号）：Q32］

一般的に、ポストドクター等は学術研究機関の研究者以外の職業にあまり興味を示さないと言わ

れている。NISTEP Report No．86によると、「民間企業に就職したいと思うか」の設問に対して、

25％のポストドクターが「非常にそう思う」「ややそう思う」と回答しており、博士課程学生の44％

よりも低く、35歳以上では14％に留まる傾向が見られていた17。それでは、今回の回答者について

はどうであろうか。「あなたは、どのような職業であれば、実際に就職しても良いと考えますか。

あてはまるものを選んでください。現状のあなたが応募可能かどうかは問いません」との設問に対

して、複数の職業を例示した上で、それぞれの職業について「是非就きたい」、「就いても良い」、

「どちらともいえない」、「あまり就きたくない」、「就きたくない」の5つの選択肢を用意して、ポ

ストドクター等の職業選択の許容範囲を調べた。その結果、有効回答者全体の約4分の3は、「大

学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む）」に「是非就きたい」と回答しており、ポス

トドクター等の大学・公的研究機関の研究者への強い志向が改めて示された（図5－1参照）。ただ

し、ベンチャーを含む企業の研究者・技術者についても半数以上の者が前向きな回答を示しており、

必ずしも学術研究機関の研究者以外の選択肢を考慮していないわけではない。また、ポストドクタ

ー等が就職に前向きな職業は、全体的に民間企業を含む研究者・技術者ではあるものの、次いで「大

学・公的研究機関の研究支援者・補助者（技官など）」、「国家公務員、地方公務員」、「学術関連の

コミュニケーター職（科学記者など）」に就くことにも前向きな者が4割程度存在している。ただ

し、教育関係職である「小学校・中学校・高等学校の教員」や「塾・予備校の講師」になることに

は否定的である者の割合が高い。

次に、男女別に見ると、男女ともに類似した傾向を示しているものの、女性のポストドクター等

については「大学・公的研究機関等の研究支援者・補助者（技官など）」、「国家公務員、地方公務

員」、「学術関連コミュニケーター職」の職業に就くことを前向きに考えている者の比率が、男性よ

りも高くなっている（図5－2参照）。

年齢別では、特に企業の研究者・技術者になることに肯定的なポストドクター等の割合が、年齢

の上昇とともに低下しており、全般的に高い年齢層ほど、就職の選択肢・許容範囲が狭まる傾向が

見られる（表5－2参照）。

分野別に見ると、全ての分野のポストドクター等が「大学・公的研究機関の研究者（短大・高専

教員を含む）」に就くことを強く希望しており、次いで、農学、工学、理学、保健分野のポストド

クター等については「企業の研究者・技術者」、人文科学分野では「大学・公的研究機関の研究支

援者・補助者（技官など）」になることを比較的前向きに捉えている（表5－3参照）。また、農学分

野のポストドクター等については、「国家公務員、地方公務員」になることを比較的前向きに考え

17科学技術政策研究所NISTEPReportNo．86，p．139（2005）．
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ている傾向が見られる。文系のポストドクター等のみならず、理系のポストドクター等についても

「起業家」になることにはやや否定的である。

［ポイント］

＞ポストドクター等の約3／4は、大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む）にな
ることを強く希望している。

＞半数以上のポストドクター等が、民間企業を含む研究者・技術者に就くことに前向き（「是

非就きたい」と「就いても良い」の合計）であるが、大学・公的研究機関の研究支援者・補
助者、公務員、学術関連のコミュニケーター職についても、4割程度の者が肯定的である。

［全体集計］

■是非就きたい　　田就いても良い　　□どちらともいえない　　田あまり就きたくない　　■就きたくない

大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む）

企業（ベンチャー企業を除く）の研究者・技術者

ベンチャー企業の研究者・技術者

大学・公的研究機関の研究支援者・補助者（技官など）

国家公務員、地方公務員

学術関連のコミュニケーター職（科学記者など）

産学連携コーディネーター職

知的財産関連職（弁理士など）

企業（ベンチャー企業を含む）の研究者・技術者以外の職

小学校・中学校・高等学校の教員

医師、歯科医師、薬剤師、獣医師

起業家

大学・公的研究機関の上記以外の職（事務など）

経営専門職（公認会計士、税理士など）

塾・予備校の講師

0％　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　100％

図5－1．ポストドクター等の職業別就職意欲
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∵∴∵‥∴．一二十　＿了
監調監噸無残瀾開削限

［ポイント］

＞男女とも、実際に就職しても良いと考えている職業に差異はあまり見られない。ただし、「大

学・公的研究機関の研究支援者・補助者」、「国家公務員、地方公務員」、「学術関連のコミュ

ニケーター職」については、女性の方が就職にやや前向きである。

［男女別集計（点数化）］

－2．0

大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む）

企業（ベンチャー企業を除く）の研究者・技術者

ベンチャー企業の研究者・技術者

大学・公的研究機関の研究支援者・補助者（技官など〉

国家公務員、地方公務員

学術関連のコミュニケーター職（科学記者など）

産学連携コーディネーター職

知的財産関連職（弁護士など）

企業（ベンチャー企業を含む）の研究者・技術者以外の職

小学校・中学校・高等学校の教員

医臥歯科医臥薬剤師、獣医師］
1

起業家

大学・公的研究機関の上記以外の職（事務など）

経営専門職（公認会計士、税理士など）

塾・予備校の講師

－1．0　　　　　0．0　　　　1．0　　　　　2．0

望
U
溺

2

　

　

人
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図5－2．ポストドクター等が就職に前向きな職業（男女別）

「是非就きたい」、「就いても良い」、「どちらともいえない」、「あまり就きたくない」、「就きたくない」を、＋2、＋1、0、－1、

－2でそれぞれ点数化し、その平均値を算出した。
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［ポイント］

＞企業の研究者・技術者になることに肯定的な者の割合は、年齢とともに低下する。

＞全ての分野のポストドクター等が「大学・公的研究機関の研究者」を強く希望しており、次

いで、理学、工学、農学、保健分野では「企業の研究者・技術者」、人文科学分野では「大

学・公的研究機関の研究支援者・補助者」になることを比較的前向きに考えている。また、

農学分野のポストドクター等については、「国家公務員、地方公務員」になることに対して

も比較的肯定的である。

［年齢別集計（点数化）］

表5－2．ポストドクター等が就職に前向きな職業（年齢別）
職 業 2 9 歳 以 下 （1 9 5 人 ） 3 0 －3 4 歳 （5 5 6 人 ） 3 5 －3 9 歳 （2 1 5 人 ） 4 0 歳 以 上 （6 9 人 ）

大 学 ・公 的 研 究 機 関 の 研 究 者 （短 大 ・高 専 教 員 を 含 む ）

企 業 （ベ ン チ ャ ー 企 業 を 除 く ）の 研 究 者 ・技 術 者 0 ．7 4 0 ．6 8 0 ．4 6 0 ．2 6
ベ ン チ ャ ー 企 業 の 研 究 者 ・技 術 者

0 ．2 6 0 ．2 9 0 ．0 3 0 ．0 6

大 学 ・公 的 研 究 機 関 の 研 究 支 援 者 ・補 助 者 （技 官 な ど ） －0 ．0 8 －0 ．1 3 －0 ．0 4 －0 ．3 8
国 家 公 務 員 、 地 方 公 務 員 －0 ．1 6 0 ．0 2 －0 ．2 1 －0 ．0 7

学 術 関 連 の コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー 職 （科 学 記 者 な ど ） －0 ．1 5 －0 ．1 3 －0 ．1 3 －0 ．1 4
産 学 連 携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 職 －0 ．4 3 －0 ．3 8 －0 ．4 4 －0 ．2 2

知 的 財 産 関 連 職 （弁 護 士 な ど ） 1 0 ．5 5 －0 ．5 8 －0 ．7 1 －0 ．5 9

企 業 （ベ ン チ ャ ー 企 業 を 含 む ）の 研 究 者 ・技 術 者 以 外 の 職 －0 ．5 5 －0 ．6 0 －0 ．8 2 －0 ．7 0

小 学 校 ・中 学 校 ・高 等 学 校 の 教 員 1 0 ．6 9 －0 ．7 2 －0 ．8 4 －0 ．8 1

医 師 、 歯 科 医 師 、 獣 医 師 、薬 剤 師 －0 ．6 7 －0 ．6 5 －0 ．7 2 －0 ．5 5

起 業 家 －0 ．7 6 1 0 ．7 0 －0 ．8 2 1 0 ．9 3

大 学 ・公 的 研 究 機 関 の 上 記 以 外 の 職 （事 務 な ど ） －0 ．8 9 －0 ．9 8 －0 ．9 8 －1 ．1 0

経 営 専 門 職 （公 認 会 計 士 、税 理 士 な ど ） －0 ．9 9 －1 ．0 6 －1 ．2 0 －1 ．1 2

塾 ・予 備 校 の 講 師 －1 ．1 6 －1 ．1 8 －1 ．2 2 －1 ．2 6

「是非就きたい」、「就いても良い」、「どちらともいえない」、「あまり就きたくない」、「就きたくない」を、＋2、十1、0、

一1、－2でそれぞれ点数化し、その平均値を算出した。

［分野別集計（点数化）］

表5－3．ポストドクター等が就職に前向きな職業（分野別）

職　 業
理 学 工 学 農 学 保 健 人 文 科 学 社 会 科 学 そ の 他

（3 9 7 人 ） （2 2 3 人 ） （1 2 5 人 ） （1 5 3 人 ） （6 0 人 ） （6 1 人 ） （1 5 人 ）

大 学 ・公 的 研 究 機 関 の 研 究 者 （短 大 ・富 専 教 員 を 含 む ）
1 6 2 1 4 8 1 6 4 1 4 3 1 9 2 1 7 9 1 7 3

企 業 （ベ ン チ ャ ー 企 業 を 除 く）の 研 究 者 ・技 術 者 0 ．8 8 0 ．7 8 0 ．9 8 0 ．4 5 0 ．0 0 0 ．0 2 0 ．2 7

ベ ン チ ャ ー 企 業 の 研 究 者 ・技 術 者 0 ．2 4 0 ．3 1 0 、4 1 0 ．1 4 － 0 ．0 8 －0 ．1 8 －0 ．2 7

大 学 ・公 的 研 究 機 関 の 研 究 支 援 者 ・補 助 者 （技 官 な ど ） － 0 ．0 7 －0 ．1 2 一〇、1 2 － 0 ．6 2 0 ．5 5 0 ．0 3 0 ．4 0

国 家 公 務 員 ．地 方 公 務 員 － 0 ．0 8 －0 ．1 2 0 ．3 3 － 0 ．1 6 －0 ．3 8 」 ）．2 5 0 ．4 0

学 術 関 連 の コ ミュ ニ ケ ー タ ー 臆 （科 学 記 者 な ど ） 0 ．0 5 －0 ．2 4 －0 、1 2 － 0 ．5 0 0 ．0 2 －0 ．1 8 －0 ．2 7

産 学 達 榛 コ ー デ ィネ ー タ 一 敗 －0 ．3 2 －0 ．3 1 ・・8 ．3 7 － 0 ．6 6 － 0 ．5 3 －0 ．3 1 －0 ．4 0

知 的 財 産 関 連 競 （弁 護 士 な ど ） － 0 ．4 8 －0 ．6 6 －0 ．6 3 －0 ．6 3 － 0 ．7 3 －0 ．9 7 －0 ．5 3

企 姜 （ベ ン チ ャ ー 企 業 を 含 む ）の 研 究 者 ・技 術 者 以 外 の 應 ・－0 ．5 9 r O ．5 8 －0 ．7 0 －0 ．8 4 －0 ．5 8 －0 ．6 6 ・・0 ．6 0

小 学 校 ・中 学 校 ・富 等 学 校 の 教 昌 －0 ．6 0 －0 ．7 0 － 0 ．9 8 － 1 ．1 4 －0 ．6 5 －0 ．6 6 一旬 ．4 7

医 師 、歯 科 医 師 ．獣 医 師 ．垂 剤 鮪 －0 ．6 5 －1 ．0 0 － 0 ．6 8 0 ．1 0 －0 ．9 8 － 1 ．0 3 －・0 ．4 7

起 業 家 －0 ．7 4 －0 ．6 4 －0 ．7 9 － 0 ．9 5 －0 ．5 5 －0 ．8 0 － 1 ．0 0

大 学 ・公 的 研 究 棲 闇 の 上 記 以 外 の 職 （事 務 な ど ） －0 ．9 3 －1 ．0 0 －1 ．0 0 － 1 ．2 1 － 0 ．6 0 －0 ．8 7 －0 ．8 7

経 営 専 門 職 （公 認 会 計 士 、税 理 士 な ど ） － 1 ．0 5 － 1 ．1 9 －1 ．0 6 － 1 ．0 8 － 0 ．9 5 － 1 ．1 0 －0 ．7 3

塾 ・予 備 校 の 講 師 － 1 ．0 8 － 1 ．2 1 －1 ．3 5 － 1 ．4 3 － 0 ．9 8 － 1 ．2 0 －0 ．8 0

「是非就きたい」、「就いても良い」、「どちらともいえない」、「あまり就きたくない」、「就きたくない」を、＋2、＋1、0、

－1、－2でそれぞれ点数化し、その平均値を算出した。

ー　41－



5．3．ポストドクター等の公的資格の有無［※分析対象（設問番号）：F7】

本節では、ポストドクター等がどのような公的資格を有しているかを把握することで、ポストド

クター終了後の進路の選択肢について考察する。

「あなたは、何らかの公的資格を持っていますか」の設問に対しては、全体の67％のポストドク

ター等が「公的資格は持っていない」と回答している（図5－3参照）。このことから、約7割近くの

ポストドクター等については、研究職以外にすぐに自立できる職業の選択肢があるとは言えないよ

うである。その一方で、教育分野（小学校、中学校、高等学校教諭など）の公的資格を有するポス

トドクター等が全体の17％を占めており、小学校・中学校・高等学校などの教員になる選択肢が現

実的であることからか、これらのポストドクター等については当該職業に就くことに前向きである

割合も高い（図5－4参照）。

・　、1－‾　－、　　∴　　∴、
［ポイント］

＞全体の67％のポストドクター等が「公的資格は持っていない」と回答している。

＞教育分野（小学校、中学校、高等学校教諭など）の公的資格を有する者は、全体の17％に当

たる。

［全体集計］

資格は持っていない

教育分野（小学校、中学校、高等学校教諭など）

医学分野（医師、歯科医師、薬剤師、獣医師など）

会計・ファイナンス分野（公認会計士、税理士）

法曹分野（裁判官、検察官又は弁護士）

その他

図5－3．公的資格の有無

全体の合計値は、複数の資格を持つポストドクター等が存在するため、有効回答者数と一致しない。「その

他」には、学芸員、測量士補、図書館司書、技術士、技術士補、建築士、火薬類取扱、文書情報管理士、

衛生監視員、管理栄養士、食品衛生管理者、栄養士、社会福祉士、保育士、初級システムアドミニストレ

ータ、危険物取扱者、誠灸師、潜水士、測量士、施工管理、第一種衛生管理者、家畜人工授精師、公害防

止管理者、気象予報士、検査技師資格、情報処理技術者、診療放射線技師、臨床検査技師、衛生検査技師、

一般毒物劇物取扱者、農業改良普及員、電気主任技術者などの記載が見られる。
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＞小学校・中学校・高等学校の教員になることに肯定的である割合は、教育分野（小学校、中

学校、高等学校教諭など）の公的資格を有するポストドクター等を中心に高くなっている。

［「小学校・中学校・高等学校の教員」への就職意欲の公的資格の有無別集計］

0％　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　100％

教育分野の公的資格を有さない（862人）

教育分野の公的資格を有する（173人）

全体（1035人）

■是非就きたい　臼就いても良い　□どちらともいえない　国あまり就きたくない　■就きたくない

図5－4．「小学校・中学校・高等学校の教員」への就職意欲（公的資格の有無別）
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5．4．ポストドクター等に対するキャリア支援の現状［※分析対象（設問番号）：Q31，Q36，Q40，Q41］

文部科学省では、2006年度以降「科学技術関係人材のキャリアパス多様化促進事業」を実施し

ており、採択機関での各種支援の取組みも充実してきている。しかしながら、「あなたは、現在の

ポストドクターとしての任期中に、国または所属機関が実施するポストドクターに対する支援プロ

グラムを活用したことがありますか」の設問に対しては、支援プログラムを活用していると回答し

たポストドクター等は全体の4％に留まっている（図5－5参照）。ポストドクター等への支援プログ

ラムが不足しているのか、プログラムへの認知度が低いのかなど、その背景は明らかでない。また、

支援プログラムを活用した場合には、その内容を記入（自由記述）してもらう設問を用意したが、

全て未記入であった。そのため、支援の詳細も不明である。ただし、設問「ポストドクター支援策

として、あなたが必要だと考える施策を記入してください」と「大学等、所属している機関への要

望事項について記入してください」の自由記述形式での回答においては、以下に示す通り、進路に

関する情報提供を含めたキャリア支援を求める意見が多く見られている。具体的には、大学・公的

研究機関の研究職を含む多様な職業への就職支援やキャリアパス事例等の情報提供を求めている。

さらに、論文執筆能力、語学力、コミュニケーション能力、マネージメント・スキルといった各種

能力を身につけるための教育機会の提供を望む声も多い。

［ポイント］

＞全体の4％のポストドクター等が国または所属機関の実施する支援プログラムを活用してい

る。

［全体集計］

活用したことがない，96．3％

図5－5．ポストドクター等に対する支援プログラムの活用状況
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【ポストドクター等へのキャリア支援・情報提供などに関する回答例］

※　回答者の記述をそのまま掲載（長文のものについては、該当する箇所のみ掲載）

○就職支援など

・「就職先の斡旋」（31歳男性、工学分野）

「研究職以外を含めた民間企業への就職斡旋」（31歳男性、農学分野）

「就職活動の支援。情報提供」（36歳女性、農学分野）
「研究機関、および一般企業への就職支援」（34歳女性、工学分野）

「大学等での研究職以外の職に対する就職支援、教育」（29歳男性、理学分野）
「企業の紹介、就職支援セミナーを公的な特定機関だけで行なうのではなく、地方大学を含

めて広く開催する。地方大学に所属していると、そのようなセミナーに参加する機会に乏し
い」（36歳男性、農学分野）

「研究職以外の職業（たとえばコーディネーターなど）の紹介。民間の企業との交流。（無
理だと思いますが）国が（たとえば文部科学省特別研究員のような形でボスドクを雇って）

各研究所へ派遣するような形の職。グラントへの応募などの権限がある程度あるもの」（30
歳女性、農学分野）

「長期的には、博士号を持っ人材が、民間企業、あるいは専門の研究分野以外においても有
用な人材であるという認識が社会に浸透することが必要だと思う。分野によっては、大学院
生、ボスドクの人が自分の研究内容を元に起業しやすくするような支援も有効かと思う」（30

歳男性、理学分野）

○情報・交流機会の提供など

「就職情報提供（教育・研究機関、企業含む）」（33歳男性、理学分野）

「大学・教育機関以外の進路選択に関する情報提供」（27歳男性、理学分野）
「ボスドク経験者が、次の就職先をみつけるための就職セミナーの開催や企業の求人情報の

提供を充実してほしい」（31歳女性、工学分野）
・「民間企業がもっとボスドクに門戸を広げる様に行政がバックアップする。ボスドク専用の

リクナビの様なものがあれば良いのでは（民間企業対象）J（31歳男性、農学分野）
「アカデミックポスト以外の場所、特に民間企業で働くということの具体的なイメージがわ

かないので、それを知る機会が欲しい。民間企業に就職するとしたらいったいどんな可能性
があるのかがわからないのでそれを知りたい」（32歳女性、理学分野）

「『社会（企業や官公庁など）が、博士の価値を知ること』と『博士が社会のニーズを知り、
それに適応すること』が必要だと思います」（30歳男性、工学分野）

「国内のポストドクターの公募情報は数が少ないので、海外のポストドクターの公募情報を

含めて学会のホームページなどで公開して欲しいです」（31歳女性、工学分野）
・「施策ではないが、ボスドク余剰といわれるが、それがどの程度分野毎に起こっており、任

期付きポストやテニュアであれば何倍ぐらいの競争率かなどデータを出して欲しい」（30歳
女性、社会科学分野）

「ドクターを必要としている企業等の研究機関とポストドクターとの交流の場を増やす（最
近そのような場も増えてきましたが）」（33歳女性、農学分野）
「企業との交流の機会を増やす」（32歳男性、工学分野）

「他分野でも同一大学におけるポストドクター意見交流会の設置」（33歳女性、人文科学
分野）

「まず社会とボスドク両方の意識改革のため、大胆かつ執拗な広報が必要。次にボスドクの
一人として是非望みたいのは『いざとなったら別の道を選択できる』と言う安心感。そのた

めに、人材バンクなり、マッチングなりの制度を充実させるべき」（36歳男性、理学分野）
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○能力開発・カウンセリングなど

「教歴がないと就職ができないので、もっとボスドクに非常勤の機会を広げる必要がある」

（33歳女性、人文科学分野）
「雇用のプロジェクト＋αの研究が出来る体制づくり」（32歳女性、保健分野）

「ポストドクターを他の職と兼任できるようにする」（30歳男性、工学分野）

「英会話能力、論文の執筆能力の訓練」（27歳男性、農学分野）
「コミュニケーション能力開発、マネージメントスキル取得」（36歳男性、理学分野）

「自己の研究を行政や企業と連携し、社会へ還元するためのマネージメント教育」（26歳男
性、工学分野）

「研究職以外の技術職・専門職に換わるために必要な知識・スキルの教育とそれを受けられ

る環境の整備（ボスドク本人と機関に対する周知・勧告）。受け入れ側の企業等に対する宣

伝・情報提供」（40歳男性、理学分野）
「語学学習プログラムを設ける。研究スキルをあげるための実践的なセミナー、および教育

の機会を広げる」（35歳女性、保健分野）
「インターネットなどで自由な時間に閲覧できるキャリアアップやスキルアップの為のオ

ンライン講義の構築。研究費申請時にPDのみの応募枠を増枠」（31歳男性、理学分野）

「民間企業のインターンシップ（アルバイトの方が良い）に強制的に参加する仕組みをつく
る」（30歳女性、農学分野）

「任期付きでもよいので、教育に関われるキャリアを身につけられるような環境づくり（教

育能力習得のサポート）」（34歳男性、工学分野）
「研究成果、論文等の研究業績をあげるための技術指導」（34歳女性、農学分野）

「カウンセリング（生活相談）、語学研修」（31歳男性、工学分野）
「workshopsonspecificscientificsubjects－COuldbefromdifferentresearchfiled．

For example－prOgramming and mathematics for biologists．」（33歳男性、理学分野）

○　ポストドクター終了後の進路について

「テニュア審査など常勤ポストへの道があればよい」（36歳女性、農学分野）

「JICA専門家（研究者）の派遣事業の拡大、もしくは途上国を含めた海外への研究者派遣
の斡旋」（30歳男性、工学分野）

「様々な公的行政機関の専門職への特別採用枠」（31歳男性、理学分野）
「博士号を取ってしまうと、就職先が限られてしまう。専門知識を活かせるような就職先（理

科の先生や技術職員など）を増やす必要があると思います」（29歳男性、理学分野）
「大学のみならず、小中高の教育スタッフ（補助員）などへの道を可能にしてもらえると、学

問的な経験も活かすことができ、さらに実質的な教育経験を積むこともできるので、良いか
と思います。特にボスドクが社会的に貢献できる可能性が広がるように思います」（33歳男

性、理学分野）
「異分野の研究者でも採用されるようなシステム。博士号取得後も、キャリアアップを図れ

るシステム」（33歳男性、農学分野）
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［キャリア支援・情報提供などに関する回答例］

※　回答者の記述をそのまま掲載（長文のものについては、該当する箇所のみ掲載）

○キャリア支援・能力開発など

「ボスドクの任期後の進路選択に関するサポート」（31歳男性、理学分野）
「独自の就職紹介などをもっとしてほしい」（29歳女性、理学分野）

「大学内での授業担当などキャリア作りへの支援」（37歳男性、人文科学分野）
「資格に関してですが、私は、船でなく医学部でボスドクをしていますが、医者としての

資格習得に関して、もっと拡充できないでしょうか？一つ脱ボスドクとして貢献できるので
はないでしょうか？」（31歳男性、保健分野）

「ボスドクをしている人にはリーダーとしての素質を持っている人が多いと思うが、リーダ
ーになるための教育、指導が十分でないと感じる（指導者に当たる上司もそのような教育を

受けていないのでは）」（30歳女性、理学分野）
「自分は人のことを言える立場では無いが、研究者は研究ができれば後は何をやってもよい

訳ではないので、本来は大学等の高等教育機関で行うことではないが、なるべく学生、研究
員個々の人格面の成長も促せるよう、コミュニケーションスキルを習得できるような環境を

準備するよう努力すべきである」（29歳男性、理学分野）
「大学教員養成のためのワークショップや講座の開講」（28歳男性、理学分野）

「事務員対象のワークショップやクラスは見かけますが、ボスドク向けのもの（リーダーシ
ップ、コミュニケーションスキル、語学等）もあると良いです」（31歳女性、理学分野）

・「キャリア形成・スキルアップのための支援やセミナーの開講」（32歳男性、農学分野）
「語学力の習得などのスキルアップに対する支援」（31歳男性、工学分野）

「教育プログラムの充実を強く希望する。論文やグラント申請書の書き方、英語教育など」
（30歳男性、理学分野）

「能力開発セミナーを開催してほしい」（32歳男性、理学分野）
「1－Weneedmorecooprationandworkshopforforginerinthe samefieldbyEnglish

at same Univeristy　2－Some rearch activities and postgraduatelecture by English」

（38歳男性、工学分野）

○意見交換の機会・情報提供など

「ポストドクターが少ないので、大きい大学に比べると情報が少ない。キャリアサポート（他
大学のものでもいいので）を受けれるようにして欲しい」（31歳男性、理学分野）

・「就職等の情報の収集と開示」（34歳男性、理学分野）
「研究以外も含めてコミュニケーションの場がほしい」（35歳男性、工学分野）

「非正規職員の意見交換や進路相談の機会を設けてほしい」（33歳男性、農学分野）
「研究室間での交流の機会がほしい。某大学では各研究室が博士学生向けに実験のトレーニ

ングコースを用意しています」（31歳女性、保健分野）
・「大学院入学時に、卒業後のキャリアパスを具体的に明示する必要がある。楽観的・悲観的・

中間的なシナリオを提示すればよい」（34歳男性、工学分野）
「所属大学としては，よくして下さっていると思います。ただ、就職の件数があまりにも少

なくて、活発に出願できない状態が続いています。また公募とはいいつつ、既に内定が出て
いるなど、労働市場が極めて不透明・不完全である点も、問題だと思います」（35歳男性、
社会科学分野）

「一応ボスドクも大学職員なので大学の福利厚生などの説明をちゃんとやって欲しい。有給

が何日あって、倫理規定がなにか、使える施設や制度についてなどの情報などを着任時にオ
リエンテーリングしてほしい」（32歳男性、農学分野）
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「ボスドク宛のメールなどはありがたいなと思いました」（33歳女性、保健分野）

「ポストドクター等の研究活動・生活意識調査の現状について、大学等、所属している機関
の把握状況と機関側の施策調査結果があればその閲覧方法を要望事項としてあげたい」（31
歳男性、工学分野）

○ポストドクター終了後の進路について

「ボスドクや博士過程の学生の常勤職への就職率などを受け入れ教官の給与評価に入れる

と良いと思う」（30歳男性、理学分野）

「テニュア審査の合否判断基準を詳細に公開してほしい。研究評価の結果をきちんとフィー

ドバックしてほしい」（30歳女性、社会科学分野）

「Generateenoughassistant／associateprofessorpositionswithtenure－traCktoensure

a job perspective for former postdoctoral fellows」（35歳男性、理学分野）

他

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　こ　　′　　　　　．′・　　　　　　　′　′・ノ　・　　　　　　　＿　′′
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次に、ポストドクター等は直属の上司（指導教員等）とどの程度進路について意見交換を行って

いるのだろうか。本調査の結果からは、全体の82％の者が、直属の上司と少なくとも1年に1回以

上、進路について意見交換をしていることがわかる（図5－6参照）。特に、意見交換をする者としな

い者を比べると、現在の所属機関が博士課程（国内）と異なる場合（図5－7参照）や直属の上司も

任期付きである場合（図5－8参照）に意見交換をしない傾向が見られる18。異なる機関に移動するポ

ストドクター等や上司自身も研究成果を上げ次のポジションを考えなくてはならない環境にある

場合には、直属の上司と進路について相談する関係を築くまでには至っていない状況も考えられる。

一方で、現在のポストドクター等は大学院在学当時、どの程度博士課程修了後の進路や就職の見

通しについて情報を持っていたのだろうか。本調査では、「あなたは、大学院在学当時、博士課程

修了後の進路や就職の見通しについて、十分な情報を持っていましたか」の設問に対して、「はい」、

「いいえ」、「わからない」の回答の選択肢を設けて、大学院在学当時の状況を聞いた。その結果、

大学院在学当時に十分な情報を持っていたと回答した者は全体の18％に留まっており、進路や就職

の見通しなどに関する情報が不足したまま、ポストドクター等になった者が多いことがわかる（図

5－9参照）。特に、「あなたは、【ポストドクターを選択したこと】に満足していますか」の設問

において「やや不満」「不満」と回答する者ほど、大学院在学当時に十分な情報を持っていなかっ

たと回答する割合が高まる傾向にあり（図5－10参照）、博士課程修了後の進路や就職の見通しにつ

いて十分な情報を事前に提供しておくことが、大学院生のキャリア設計の判断材料としてのみなら

ず、その後のポストドクター等としての研究活動の満足感を高める上でも必要と考えられる。また、

ポストドクター等としての経験年数が6年以上の者では、大学院在学当時に十分な情報を持ってい

なかったと回答する者の比率が、1年以下の者よりも18ポイント高くなっている（図5－11参照）。

さらに、十分な情報を持っていたと回答した者（「1．はい」を選択した者）がどこからその情報

を得たのかについても自由記述で回答してもらったところ、情報源としては「研究室の先輩（研究

室OBを含む）」や「指導教員」からの情報が圧倒的に多く、次いでインターネットとなっている。

18事前のインタビュー調査で、「今までとは面識の無い職場なので、上からポストなどの紹介はない」といった意

見が、一部のポストドクター等から聞かれている。（科学技術政策研究所調査資料－152『インタビュー調査ポ
ストドクター等のキャリア選択と意識に関する考察～高年齢層と女性のポストドクター等を中心に～』（2008

年1月）を参照）
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［ポイント］

＞全体の82％の者は、直属の上司と進路に関して1年に1回以上意見交換をしている。

＞直属の上司と進路について意見交換をしない者は、意見交換をする者よりも、博士課程と異

なる機関（国内）に所属する者や直属の上司が任期付きである者の割合が高い。

［全体集計］

1年に数回程度，51．0％

図5－6．直属の上司との進路に関する意見交換の頻度

［現在の所属機関が博士課程と同一機関か否かによる集計］

団同じ機関　園国内の違う機関　■海外の違う機関

意見交換あり（853人）

意見交換なし（182人）

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　100％

図5－7．現在の所属機関と直属の上司との進路に関する意見交換の頻度との関係

凡例は、現在の所属機関が博士課程と同一機関か否かを示す。進路に関する意見交換の頻度の選択肢（「なし」

「1週間に数回程度」「1ケ月に数回程度」「1年に数回程度」）のうち、「なし」以外を「意見交換あり」とした。

［直属の上司の任期の有無別集計］

■任期なし　田任期付く定年は除く）　口わからない

意見交換あり（853人）

意見交換なし（182人）

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　100％

図5－8．直属の上司の任期の有無と直属の上司との進路に関する意見交換の頻度との関係

凡例は直属の上司の任期の有無を示す。進路に関する意見交換の頻度の選択肢（「なし」「1週間に数回程度」「1

ケ月に数回程度」「1年に数回程度」）のうち、「なし」以外を「意見交換あり」とした。
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［ポイント】

＞大学院在学当時、博士課程修了後の進路や就職の見通しについて十分な情報を持っていたと

回答した者は、全体の18％に留まる。

＞「ポストドクターを選択したこと」に対して「不満」「やや不満」と回答する者ほど、大学

院在学当時、十分な情報を持っていなかったと回答している。

＞ポストドクター等としての経験年数が多い者ほど、大学院在学当時、十分な情報を持ってい

なかったと回答している。

［全体集計］

わからない，13．6％

持っていた，18．0％

図5－9．博士課程修了後の進路や就職の見通しに関する情報の把握状況

［「ポストドクターを選択したこと」の満足度別集計］

■持っていなかった　　□持っていた　　□わからない

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　100％

ポ
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を
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し
た
こ
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満足（245人）

やや満足（232人）

どちらともいえない（333人）

やや不満（122人）

不満（103人）

全体（1035人）

間　　　　　　　　 22．挑 l1個

／　　 ／
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＼　　 ／
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図5－10．博士課程修了後の進路等の情報の有無と「ポストドクターを選択したこと」に対する満足度の関係

［ポストドクター等の経験年数別集計］

■持っていなかった　　口持っていた　　田わからない

0％　　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　100％

ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
等
経
験
年
数

1年以下（252人）

2年（244人）

3年（188人）

4年（105人）

5年（77人）

6年以上（168人）

全体（1035人）

図5－11．博士課程修了後の進路等に関する情報の有無とポストドクター等としての経験年数の関係
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5．5．ポストドクター等の円滑なキャリア・トランジションの実現に向けて［※分析対象（設問番号）：Q33］

海外では、ポストドクターが従来の研究活動とは別に、博物館での科学技術コミュニケーターと

しての業務や中小企業の研究職を兼任する事例などが、Science誌のオンラインサイト19等で紹介さ

れている。研究業務以外のスキルが要求される職業へのキャリア・トランジションを円滑に進める

ためには、希望に応じて、ポストドクター等の期間中に、キャリア開発に繋がる業務をある一定の

割合で許容する仕組みも一つの選択肢として考えられる。ポストドクター等の進路希望に応じて、

本務以外の業務におけるOJT（OntheJobTraining）などを経験できるように配慮することは、ポス

トドクター等自身の視野や能力の幅を拡げるのみならず、かかる業務に対する彼らの適性を見極め、

段階的なキャリア・トランジションを可能にする上でも重要である20。そこで、本調査においても、

以上のようなキャリア開発に繋がる取組みへのニーズを把握する目的で、現在のポストドクター等

としての研究業務以外に、兼任を希望する業務を聞いた。

その結果、「大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）」を希望する者が27％と最も多

くなっており、これはポストドクター等が大学等の教員になる上で、教育上の実績や経験が必要と

認識していることに起因しているものと考えられる（図5－12参照）。次いで、「民間企業での研究・

開発業務」（21％）、「現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動」（20％）となっ

ており、「現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を特に希望しない」（13％）よりも多

くなっている。このことから、他の兼務との兼任を可能とする仕組みに対するニーズの高さがうか

がえる。女性のポストドクター等については、研究開発業務（「現在のポストドクターとしての研

究業務以外の活動を特に希望しない」、「現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究

活動」、「民間企業での研究・開発業務」）以外のニーズが54％と男性に比べて高く、特に「研究・開

発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケーター業務、知的財産関連業務など）」に対す

るニーズが高くなっている（図5－13参照）。また、年齢の上昇とともに、「民間企業での研究・開発

業務」の兼任を希望する者の割合が低下し、「大学等七の教育業務」の兼任を希望する者や「ポス

トドクターとしての研究業務以外の活動を希望しない」者の割合が増加している（図5－14参照）。

いずれの分野も同様の傾向を示しているが、特に社会科学分野のポストドクター等については「民

間企業での研究・開発業務」と「研究・開発業務以外の専門的業務」の兼任を希望する者の割合が、

他分野に比べて高くなっている（図5－15参照）。

19http‥／／sciencecareers．sciencemag．org／career＿development／more＿tOpics／alternative＿CareerS

20【海外情報（米国）】米国のバンダービルト大学では、ポストドクターの進路希望をもとに、ポストドクターが

将来的に教育専任ポストを希望している場合には、主たる研究を行いながらも、一定の割合で教育指導を担当で

きる仕組みを設けるなど、キャリア開発に繋がるサポート環境を用意している。
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［ポイント］

＞現在のポストドクター等としての研究業務以外に、大学等での教育業務を希望する者が最も

多く、次いで、民間企業での研究開発業務や現在の研究テーマとは異なる研究活動を希望し

ている者が多い。

＞現在のポストドクター等としての研究業務以外の活動を「特に希望しない」と回答した者は、

13％である。

＞男性では研究業務の兼任（または専任）を希望している者が57％であるのに対し、女性では

46％である。

＞女性では、研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケーター業務、知的財

産関連業務など）の兼任を希望する者の割合が、男性に比べて高い。

［全体集計］

0％　　　　　　　10％　　　　　　　　20％　　　　　　　　30％

大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）

民間企業での研究・開発業務

現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動

現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を特に希望しない

スキル開発や資格取得のためのトレーニング／クラス受講

研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケーター業務、

知的財産関連業務など）

小学校、中学校、高等学校での教育業務（授業担当）

その他

［男女別集計］
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図5－12．ポストドクター等が兼任を希望する業務

田その他

□小学校、中学校、高等学校での教育業務（授業担当）

■研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケータ細業務、
知的財産関連業務など）

臼スキル開発や資格取得のためのトレーニング／クラス受溝

口現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を特に希望しない

田現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動

■民間企業での研究・開発業務

田大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）

男性（780人）　　女性（255人）　全体（1035人）

図5－13．ポストドクター等が兼任を希望する業務（男女別）
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［ポイント］

＞年齢の上昇とともに、「民間企業での研究・開発業務」の兼任を希望する者の割合が低下し、

「大学、大学院、短大、高専での教育業務」の兼任を希望する者や「ポストドクターとして

の研究業務以外の活動を希望しない」者の割合が増加する。

＞いずれの分野も同様の傾向を示しているが、特に社会科学分野のポストドクター等につい

ては「民間企業での研究・開発業務」と「研究・開発業務以外の専門的業務」の兼任を希望

する者の割合が、他分野に比べて高くなっている。

［年齢別集計］

［分野別集計］

固その他

□小学校、中学校、高等学校での教育業務（授業担当）

■研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコ
ミュニケーター業務、知的財産関連業務など）

ロスキル開発や資格取得のためのトレーニング／クラス
受講

□現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を
特に希望しない

臣現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研
究活動

書民間企業での研究・開発業務

田大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）

29歳以下　30－34歳　35－39歳　40歳以上　　全体
（195人）（556人）（215人）（69人）（1035人）

図5－14．ポストドクター等が兼任を希望する業務（年齢別）

0％　　　20％　　40％　　60％　　80％　100％

工学（223人）

理学（397人）

農学（126人）

保健（153人）

人文科学（60人）

社会科学（61人）

その他（15人）

全体（1035人）

田大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）

■民間企業での研究・開発業務

田現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研
究活動

口現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を
特に希望しない

ロスキル開発や資格取得のためのトレーニング／クラス
受講

種研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコ
ミュニケーター業務、知的財産関連業務など）

臼小学校、中学校、高等学校での教育業務（授業担当）

口その他

図5－15．ポストドクター等が兼任を希望する業務（分野別）
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次に、就職を希望する（ポストドクター等が「是非就きたい」と回答した）職業別に、兼任希望

の内訳を見てみると、全般的に「大学、大学院、短大、高専での教育業務」や「民間企業での研究・

開発業務」の兼任を希望する者が多い（図5－16参照）。ただし、「大学・公的研究機関の研究者」

に「是非就きたい」と回答した者では、「大学、大学院、短大、高専での教育業務」の兼任を希望

する者の割合が、企業（ベンチャー含む）の研究者・技術者に「是非就きたい」と回答した者では、

「民間企業での研究・開発業務」の兼任を希望する者の割合が、さらには「学術関連のコミュニケ

ーター職」、「産学連携コーディネーター職」、「知的財産関連職」に「是非就きたい」と回答した者

では、「研究・開発業務以外の専門的業務」の兼任を希望する者の割合が高くなっている。このこ

とから、就職を希望する職業と兼任を希望する業務には強い関連性が見られる。
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∴㍉・、、・、l∴∴∴二、
［ポイント］

＞「大学・公的研究機関の研究者」に「是非就きたい」と回答した者では、「大学、大学院、
短大、高専での教育業務」の兼任を希望する者が多く、次いで「現在のポストドクターとし

ての研究テーマとは異なる研究活動」の兼任を希望している。
＞企業（ベンチャー含む）の研究者・技術者に「是非就きたい」と回答した者では、「民間企

業での研究・開発業務」の兼任を希望する者の割合が特に高い。

＞「学術関連のコミュニケーター職」、「産学連携コーディネーター職」、「知的財産関連職」に
「是非就きたい」と回答した者では、「研究・開発業務以外の専門的業務」の兼任を希望す

る者の割合が高い。

＞「小学校・中学校・高等学校の教員」に「是非就きたい」と回答した者は、「小学校・中学
校・高等学校での教育業務」の兼任を希望する者の割合が、他に比べて高い。

［希望職業別集計］

以下の職業に「是非就きたい」者のみ

大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む）
（754人）

企業（ベンチャー企業を除く）の研究者・技術者（241人）

ベンチャー企業の研究者・技術者（127人）

大学・公的研究機関の研究支援者・補助者（技官など）
（129人）

国家公務員、地方公務員（98人）

学術関連のコミュニケーター職（科学記者など）（111人）

産学連携コーディネータ一戦（70人）

知的財産関連職（弁護士など）（53人）

企業（ベンチャー企業を含む）の研究者・技術者以外の職
（44人）

小学校・中学校・高等学校の教員（42人）

医師、歯科医師、獣医師、薬剤師（66人）

起業家（43人）

大学・公的研究機関の上記以外の職（事務など）（35人）

経営専門職（公認会計士、税理士など）（15人）

塾・予備校の講師（8人）

田大学、大学院、短大、高専での教育業務（授業担当）

■民間企業での研究・開発業務

臼現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動

□現在のポストドクターとしての研究業務以外の活動を特に希望しない

ロスキル開発や資格取得のためのトレーニング／クラス受講

■研究・開発業務以外の専門的業務（科学館等でのコミュニケーター業務

□小学校、中学校、高等学校での教育業務（授業担当）

因その他

図5－16．ポストドクター等が兼任を希望する業務（希望職業別）

該当する職業に「是非就きたい」と回答した者が、兼任を希望する業務の比率を示す。
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5．6．ポストドクター等のデュアル・キャリアの実態と進路選択［※分析対象（設問番号）：Q26，F6ユ

本節では、配偶者／パートナーの職業がポストドクター等の進路選択に与える影響を考察するこ

とにする。女性のポストドクター等については、家族の生活拠点などを考慮した理由から、応募で

きる範囲（地域や雇用条件など）が限定される、自らのキャリアパスの選択肢を限定せざるを得な

いといった状況も予想されている21。同様の事情は、米国のポストドクター等にも見受けられ、特

に、配偶者／パートナーもポストドクター等の研究者である場合（このようなカップルを”Dual

Career Coupls”と呼ぶ）には、同一地域内で研究ポストを探すことが難しく、別居生活を余儀な

くされる、または研究キャリアを断念するといったことが懸念されている22。

本調査においては、女性のポストドクター等の約6割、男性の約5割に配偶者／パートナーがい

ることが判明している（図5－17参照）。配偶者／パートナーの職業が研究職である割合は女性のポ

ストドクター等で32％（配偶者／パートナーのいる女性のポストドクター等の52％）となっており、

男性の6％（配偶者／パートナーのいる男性のポストドクター等の12％）に比べて、特に高くなっ

ている。また、女性のポストドクター等では、配偶者／パートナーの職業が無職である割合も男性

に比べて低いことなどから、就職活動の際に様々な制約を受けることが予想される。

実際に、今後の就職活動と配偶者／パートナーの仕事との関係に関する設問では、男性のポスト

ドクター等で「配偶者／パートナーが、あなたの今後のキャリア選択に合わせて職業、就業形態、

勤務地などを調整する」と回答した者の割合が高いのに対して、女性では「配偶者／パートナーの

仕事の都合に合わせて、応募範囲を限定する」ケースが圧倒的に多くなっている（図5車18参照）。

また、配偶者／パートナーの職業が研究職である場合には、「配偶者／パートナーの仕事の都合に合

わせて、応募範囲を限定する」と回答する者が多く、研究職以外の職業である場合には「配偶者／

パートナーが、あなたの今後のキャリア選択に合わせて職業、就業形態、勤務地などを調整する」

と回答した者の割合が高くなっている（図5－19参照）。なお、配偶者／パートナーの職業がポスト

ドクター相当の職である場合には、「配偶者／パートナーとの別居も止むを得ない」と回答する者の

割合が36％と最も高くなっており、お互いのポジションが保障されていないためか、別居の選択肢

も考慮しながら就職活動を行っている様子が見受けられる。

21事前のインタビュー調査によれば、一部の女性のポストドクター等から、「以前は別居していたが、現在は夫の

都合に合わせている」といった意見が聞かれており、子供の養育や家族の生活拠点を考慮した理由などから、自

らのキャリアパスの選択肢を限定せざるを得ないといったケースが見受けられた。（科学技術政策研究所調査資
料－152『インタビュー調査ポストドクター等のキャリア選択と意識に関する考察～高年齢層と女性のポストド

クター等を中心に†』（2008年1月）を参照）

22【海外情報（米国）】デュアル・キャリアの事例は、http＝／／W柵．SerVe．COm／awis／fTnagOlneil．htmlを参照。
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∴　＿・一、・一．‖‾　、．∴fl
［ポイント］

＞男性のポストドクター等の51％、女性のポストドクター等の61％に、配偶者／パートナーがい

る。

＞配偶者／パートナーの職業が研究職である割合は、女性のポストドクター等で32％となってお

り、男性の6％に対して、特に高くなっている。

［男女別集計］

（a）男性のポストドクター等

配偶者／パートナーの職業

（b）女性のポストドクター等

配偶者／パートナーの職業

配偶者／
99

■■

－■

図5－17．ポストドクター等の配偶者／パートナーの職業（男女別）
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［ポイント］

＞配偶者／パートナーがいる者では、「配偶者／パートナーと話し合い、どちらの都合に合わせ

るのかを決める」、「配偶者／パートナーが、あなたの今後のキャリア選択に合わせて職業、

就業形態、勤務地などを調整する」と回答する者が、いずれも31％と最も多い。
＞配偶者／パートナーがいる女性のポストドクター等では、「配偶者／パートナーの仕事の都合

に合わせて、応募範囲を限定する」と回答した者が最も多く、次いで「配偶者／パートナー
との別居も止むを得ない」となっている。

＞配偶者／パートナーの職業が研究職である場合には、「配偶者／パートナーの仕事の都合に合
わせて、応募範囲を限定する」と回答する者が多い。

＞配偶者／パートナーの職業がポストドクター相当の職である場合には、「配偶者／パートナー

との別居も止むを得ない」と回答する者の割合が36％と最も高くなっている。

［男女別集計（配偶者／パートナーのいる者のみ）］

100％

90％

80ヽ

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

口その他

日配偶者／パートナーとの別居も止むを得ない

□配偶者／パートナーと話し合い、どちらの都合に合わせ
るのかを決める

臼配偶者／パートナーの仕事の都合（勤務地など）に合わ
せて、応募範囲を限定する

■配偶者／パートナーが、あなたの今後のキャリア選択に
合わせて職業、就業形態、勤務地などを調整する

男性（397人）女性（156人）全体（553人）

図5－18．ポストドクター等の配偶者／パートナーの職業と就職活動との関係（男女別）

［配偶者／パートナーの職業別集計］

0％　10％　20％　30％　40％　50％　60％　70％　80％　90％100％

任期付きでない研究職（定年制を含む）（53人）

ポストドクター以外の任期付き研究職（任期付き大学教員な幻（33人）

ポストドクター相当の職（42人）

上記以外の職（245人）

無職（学生含む）（180人）

該当しない（配偶者／パートナーなし）（482人）

全体（1035人）

■配偶者／パートナーが、あなたの今後のキャリア選主剛こ合わせて職業、就業形態、勤務地などを調整する

田配偶者／パートナーの仕事の都合（勤務地など）に合わせて、応募範囲を限定する

□配偶者／パートナーと話し合い、どちらの都合に合わせるのかを決める

田配偶者／パートナーとの別居も止むを得ない

田その他

図5－19．ポストドクター等の配偶者／パートナーの職業と就職活動との関係（配偶者／パートナーの職業別）
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給が緑浩饗が

－

『ポストドクター等の研究活動・生活意識調査』は、我が国のポストドクター等の研究活動、生

活状況、進路選択上の諸要因を明らかにすることを目的として、大学、公的研究機関等に所属する

ポストドクター等の1割程度を抽出し、インターネット調査を実施したものである。本調査におけ

る総依頼者数23は1，564名、有効回答者数は1，035名であった（有効回答率は66．2％）。本調査は、

主として「ポストドクター等の研究活動及び生活実態」と「ポストドクター等のキャリア選択」の

2つの観点から構成されており、本報告書では後者の「ポストドクター等のキャリア選択」（ポス

トドクター等のキャリアパスの実態や進路志向の特徴など）について分析した。

6．1．ポストドクター等のキャリアパスの特徴

有効回答者全体の66％は博士課程と異なる機関でポストドクター等をしていることから、ポストドクター等

の博士課程修了以降の人材流動性は比較的高いと言える。また、高年齢層や女性のポストドクター等

を中心に、過去にポストドクター等以外の常勤職に就いた経験のある者も比較的多く、これらのポ

ストドクター等については多様なキャリア経験を有している実態が明らかとなった。

分野別に見ると、理学や農学分野については、4割以上のポストドクター等が現在の所属機関以外

でもポストドクター等を経験しており、他分野に比べてポストドクター等を複数回（指導教員など

が異なる場合に1回とカウント）経験する傾向が見られている。特に、理学分野については6年以

上ポストドクター等を続けている者の割合が25％と、他分野に比べても高く、さらにポストドクタ

ー等以外の常勤職を経験した者の比率も17％に留まっている。このことから、理学分野については、

大学卒業後に大学院進学、大学院修了後にそのままポストドクター等になった者が多いことが予想

され、ポストドクター等になってからもポストドクター等を複数回経験し活動期間が長期化してい

る状況が見受けられる。同様の傾向は、3，870人のポストドクター等（我が国のポストドクター等

の総数約1万5千人のうちのおよそ4分の1に相当）の進路動向を調査した『ポストドクター進路

動向8機関調査』24にも現れており、ポストドクター終了直後に再び他機関のポストドクター等に

なる比率が高い分野は理学分野であった。

23総依頼者数は、我が国のポストドクター等の総数16，394名（2006年度実績）に対して約1割に当たる。

24科学技術政策研究所調査資料－148『ポストドクター進路動向8機関調査』（2007年11月）
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6．2．ポストドクター等の意識に見る進路選択の特徴

「研究者になりたいと思ったのは、いつ頃ですか」の設問に対しては、ポストドクター等の約6

割が、大学進学以降の比較的遅い段階で「研究者になりたいと思った」と回答している。ただし、

男性のポストドクター等については、女性よりも初等・中等教育段階の比較的早い時期に研究者を

目指す傾向が見られている。また、分野別では、人文・社会科学分野よりも、理学、工学、農学、

保健分野のポストドクター等のほうが、初等・中等教育段階の早い時期に研究者を目指していた者

の比率が高くなっている。初等・中等教育段階で研究者を目指した者については、教師や授業（科

学館・博物館等での体験学習や課外授業などを含む）の影響の他、書籍（科学雑誌、図鑑、科学者

の伝記など）、TV番組（科学関連の特集番組、アニメなど）、身近な研究者の存在（親など）などか

ら得る肯定的な研究者像がきかっけを与えている様子が見受けられる。

次に、ポストドクター等になった理由としては、全体の73％が「研究者になりたかったから」

「研究を続けたかったから」を挙げる一方、「他に就職先が見つからなかったから」など、必ず

しも積極的ではない理由で現在のポストを選択した者も2割程度いた。

6．3．ポストドクター等へのキャリア支援の現状

現状では、国または所属機関が実施するポストドクター等に対する支援プログラムを活用したこ

とがあると回答したポストドクター等は、全体の4％に留まっているが、自由記述を見る限り、「任

期満了後の就職先の斡旋」や「大学・教育機関以外の進路選択に関する情報提供」など、進路に関

する情報提供を含むキャリア支援を求める意見が見られている。実際の研究室レベルにおいては、

全体の82％の者が直属の上司と少なくとも1年に1回以上、進路について意見交換をしている実態

が明らかになった。

その一方、現在のポストドクター等のうち、大学院在学当時、博士課程修了後の進路や就職の見

通しについて十分な情報を持っていたと回答した者は、全体の18％に留まっており、進路などに関

する情報が不足したまま、ポストドクター等になった者が多いことがわかる。
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6．4．ポストドクター等の進路志向とキャリア開発

本調査においても、有効回答者の約4分の3は、「大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員

を含む）」に「是非就きたい」と回答しており、ポストドクター等の学術研究機関の研究職への強

い志向が確認された。ただし、ベンチャーを含む民間企業の研究者・技術者についても、半数以上

の者が就職に前向きな回答をしており、必ずしも学術研究機関の研究職以外の選択肢を考慮してい

ないという状況ではない。また、「大学・公的研究機関の研究支援者・補助者（技官など）」、「国家

公務員、地方公務員」、「学術関連のコミュニケーター職（科学記者など）」などの職業に就くこと

に対しても、女性のポストドクター等を中心に比較的前向きに捉えている。

研究業務以外のスキルが要求される職業へのキャリア・トランジションを円滑に進めるためには、

希望に応じて、ポストドクター等の期間中に、キャリア開発に繋がる業務をある一定の割合で許容

することも一つの選択肢として考えられる。そこで、現在のポストドクター等としての研究業務の

他に、兼任を希望する業務についても聞いたところ、「大学、大学院、短大、高専での教育業務（授

業担当）」を希望する者が全体の27％と最も多く、次いで、「民間企業での研究・開発業務」（21％）、

「現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動」（20％）であった。「現在のポス

トドクターとしての研究業務以外の活動を特に希望しない」は13％に留まっていることからも、キ

ャリア開発に繋がる業務をある一定の割合で兼任することに対するニーズの高さがうかがえる。

一方で、今回の調査においては、配偶者／パートナーのいるポストドクター等のうち、配偶者／

パートナーの職業が研究職である割合が女性で52％と、男性の6％と比べても圧倒的に高くなってい

る。そのため、女性のポストドクター等については、配偶者／パートナーの職業との兼ね合いから、

男性に比べて就職活動の際に様々な制約を受けることが予想された。実際に、配偶者／パートナー

のいる女性のポストドクター等については、就職活動の際に「配偶者／パートナーの仕事の都合に

合わせて、応募範囲を限定する」と回答した者が、男性に比べて圧倒的に多くなっている。また、

配偶者／パートナーの職業がポストドクター等以外の研究職である場合にも、その傾向が顕著であ

る。ただし、配偶者／パートナーの職業がポストドクター相当の職である場合には、「配偶者／パー

トナーとの別居も止むを得ない」と回答する者の割合が高く、お互いのポジションが保障されてい

ないためか、別居の選択肢を考慮しながら就職活動を行っている様子が見受けられた。
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6．5．今後に向けて

米国では、ポストドクターをPostdoctoralTraineeやPostdoctoralstudentと表現することが

ある。これは、ポストドクターが上級の研究者の監督下で研究または学問の訓練を受ける立場にあ

ることを意味している。全米アカデミーの科学・工学・公共政策委員会では、ポストドクター、ア

ドバイザー、ポストドクターを雇用する機関、フアンディング機関、さらには学界に向けて提言

（2000年）を行っており25、その中で、各機関においては一貫したポリシーの適用を図るポストド

クトラル・オフィスPDO（以下、ボスドク・オフィス）を設立し、ポストドクターに対するオリエン

テーションや能力開発プログラムの提供、指導教員に対して最良の指導を行なうことの奨励、ポス

トドクターとアドバイザー等の仲介、ポストドクトラル・アソシエションPDA26に対する支援など

を行うべきであるとしている。以上のような提言などもあり、徐々にではあるが、米国の各機関に

おいてポストドクターを支援するための体制（ボスドク・オフィス）が整備されつつある27。機関

によってボスドク・オフィスの支援内容や制度が異なってはいるものの、全体的に、ポストドクタ

ーのトレーニング期間の明確化（最大5年間などに制限）や最低給与を設定する傾向が見られる。

また、ポストドクターに対してはIndividual Development Plan（IDP）と呼ばれる計画書（ポスト

ドクターの研究目標や論文・研究発表計画の他、進路希望などの記入欄が設けられている）の記入

を義務付ける（奨励する）ケースもあり28、上級の研究者がポストドクターの進路希望などを踏ま

えた上で、適切な指導・支援を行うことが求められている。

今回の調査対象となったポストドクター等の半数以上の者については、大学・公的研究機関の研

究者のみならず、ベンチャーを含む民間企業の研究者・技術者になることに対しても前向きであっ

た他、研究支援者・補助者（技官など）、公務員、学術関連のコミュニケーターなどの職業に就く

ことに対しても肯定的に考えている者が比較的多かった。さらに、将来のキャリアを考える上で、

現在のポストドクター等としての研究業務の他に、「大学、大学院、短大、高専での教育業務（授

業担当）」、「民間企業での研究・開発業務」、「現在のポストドクターとしての研究テーマとは異な

る研究活動」といった業務の兼任を希望する者も多い。ポストドクター等を雇用する各機関、指導

25NationalAcademyofSciences，NationalAcademyofEngineering，InstituteofMedicine，“Enhancingthe

Postdoctoral Experience for Scientists and Engineers：A Guide for Postdoctoral Scholars，Advisers，

Institutions，Funding Organizations，and Disciplinary Societies”（2000）．

26ポストドクトラル・アソシエーションとは、各機関に所属するポストドクターが中心となってポストドクターの

連帯感を強めるための自主的な活動を行なう組織を指しており、1992年にジョンズ・ホプキンス大学医学部で設

立された協会が、全米で最初とされている。

27http：／／database．nationalpostdoc．org／pddb／alLinstitutions

28【海外情報（米国）】米国のバンダービルト大学では、ポストドクターへのキャリア支援などを行なうために、

ポストドクトラル・オフィス（PDO）を設置するとともに、ポストドクターに対してはIndividualDevelopmentplan

（IDP）と呼ばれる計画書を毎年記入するように義務付けている。IDPのサンプルは、
https：／／medschool．mc．Vanderbilt．edu／mentor／idp．phpを参照。
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教員・PIは、自立支援が必要と考えられる養成段階29のポストドクター等の進路希望や要望など

を把握し、必要に応じて、研究業務とキャリア開発のための実務的な訓練を両立できる仕組みを導

入するなどの支援環境を整備することが望まれる。ポストドクター等の受け入れ基準を明確にし30、

ポストドクター等の研究業務以外のキャリア開発に繋がる活動をある程度許容する（または支援す

る）ことが、ポストドクター等自身の自立を促すことにもなるのではなかろうか。

次に、ポストドクター等の円滑なキャリア・トランジションを実現する上で、米国のポストドク

ターへのフアンデイング・プログラムも参考になる。特徴的なプログラムとしては、国立衛生研究

所（NIH）のK－Awardsグラント31のうち、”Mentored Quantitative ResearchDevelopment Award”

（K－25）と“PathwaytoIndependenceAwards”（K－99）グラントが挙げられる。K－25グラントは異分

野への円滑なキャリア・トランジションをサポートするためのフアンディング・プログラムであり、

非バイオ・メディカル分野（数学、物理学など）の研究経験を有する博士号取得者がNIH関連分野

の研究活動に段階的に移行できるように支援するプログラムである。一方、K－99グラントは、ポス

トドクターが自立した研究者になるために、”mentored（指導下の）”から”independent（自立

した）”研究に円滑に移行できるように設けられた制度であり、最初の卜2年間はポストドクター

として上級の研究者の指導の下で研究を行い、その後教員などの自立したポストを獲得すると、さ

らに最大3年間の支援を受けることができる仕組みとなっている。いずれも、ポストドクター経験

が5年未満の者（脚、PhD相当）が対象となっており、これらのグラント申請にもキャリア・デベロ

ップメント・プランと呼ばれる計画書の提出が求められている。また、研究等のエフォート率も75％

であれば良いことが規定されている。

科学技術の進歩は目覚しく、研究者に求められる専門性や能力も大きく変化している現代では、

分野別の需要に対応した研究人材を計画的・効率的に養成することは難しい。人材養成の効率性の

29米国では、ポストドクターとしての期間を5年程度に規定する機関も多く、本調査の対象となったポストドクタ
ー等とは、定義や位置付けが必ずしも一致していないことに留意する必要がある。

30【海外情報（米国）】米国の国立衛生研究所（NIH）では、フェローシップやトレーニング・グラントの最低給与水

準をおよそ＄35，000（年間）に規定しているが、それ以外のポストドクターについては、最低給与水準などの統

一基準は見られない。個別機関の取組事例を見てみると、カリフォルニア大学システムでは、2003年7月に、ポ

ストドクター（全体で約6000人のポストドクター）の最低給与をおよそ＄32，000（年間）、最高給与をおよそ＄76，000
（年間）と定めており、担当教員（PI）がそれを下回る給与でポストドクターを雇うことはできない。また、ポ

ストドクター期間も最大5年に設定している（例外あり）。2007年1月には、全米ボスドク協会（National

Postdoctoral Association）の提言などを踏まえて、全米科学財団（NSF）と国立衛生研究所（NIH）が、ポストドク
ターを「博士号取得後（または博士号相当）、ポストドクター自身が目指すキャリアを実現するた桝こ、上級研

究者の指導の下で専門的なスキルと研究の自立性を高めるための高度なトレーニングを一定期間受けている者」

と定義することで合意した。

米国では、従来の大学院プログラムの限られた期間内で高度に発展した物理学を習得することは難しいといっ
た認識から、1876年にジョンズ・ホプキンス大学でポストドクトラル制度の前身となる研修制度が導入され、1920

年代にロックフェラー財団が物理科学分野のポストドクトラル・フェローシップを正式に確立したとされている。

ポストドクトラル制度が確立されている米国においても、ポストドクターの定義や位置付けを統一し、体系的な

ポストドクトラル教育を実現するための環境整備は始まったばかりであると言える。

31http‥／／grants．nih．gov／grants／guide／pa－files／
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観点からも、高い専門性と変化への柔軟な対応力を併せ持つ人材が求められており、ポストドクタ

ー等が自身の専門分野のみならず、異分野を含めた幅広い研究活動に対応できるように自身の能力

を磨き、段階的に研究者として自立できる仕組みも必要ではなかろうか。

最後に、大学院在学当時、博士課程修了後の進路や就職の見通しについて十分な情報を持ってい

なかったと回答したポストドクター等も多いことから、大学院教育の早い段階から、多様なキャリ

アパス事例を含む進路情報を出来る限り正確かつ詳細に提供していくことが、キャリア支援の一環

としても重要であり、また大学院生やポストドクター等の主体的なキャリア選択と自立に向けた能

力開発を促す上でも必要であろう32。

32【海外情報（米国）】米国の全米アカデミーの提言（2005年）では、大学院生に対して進路の見通しなどについ

て十分に伝えておくことの重要性を指摘している。また、専門的な研究活動のみならず、様々なスキルを身につ
けることで、多様なキャリアパスに対応できるように大学院教育及びポストドクトラル・プログラムを開発すべ

きであるとしている。さらに、フアンディング機関に対して、必要に応じて、キャリア・トランジションを可能

にするグラントを用意することについても言及している。（National Academies，‘‘policyImplications of
InternatioTlal Graduate Students and Postdoctoral Scholarsin the United States（2005）“を参照）

－　65　－



謝辞

本調査の有効回答者数は、「雇用状況調査」におけるポストドクター等総数の約1割（有効回答

率66％）にも達しており、ポストドクター等の進路選択要因などを分析する上で非常に有益なデー
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務ご多忙の折、インターネット調査に快くご協力いただいたポストドクター等の皆様、調査対象者

をご紹介いただいた各機関の担当者の皆様には、心からお礼を申し上げたい。

調査業務の分担

（実施主体：科学技術政策研究所　第1調査研究グループ）

実施計画の策定：裳岩晶、三須敏幸

調査方法・調査票の設計：三須敏幸、裏岩晶

記入要領等の作成・発送等各種手配：三須敏幸

依頼人数の確認・質問等対応：水越彩香、三須敏幸

回収データのクリーニング：裏岩晶

報告書執筆：三須敏幸

報告書確認：角田英之、裏岩晶

※WEB調査票の作成及びデータの回収は、マイボイスコム（株）に依頼。
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Al．依頼状

「ポストドクター研究活動・生活意識調査」（調査依頼）

ポストドクターの皆様へ

文部科学省　科学技術政策研究所

第1調査研究グループ

本調査は、ポストドクターとして研究活動をしている皆さまが、どのような経済的・社会的環境

のもとで研究生活を送っているのか、また、研究指導やキャリア支援をどの程度受けられているの

かなどを、WEBアンケートでお聞きするものです。

アンケートで得られた情報は、ポストドクターに対する支援制度とそれを可能にする政策立案の

ための基礎情報として活用されます。また、調査結果は、大学・研究機関の運営やこれから研究者

を目指す方々が利用できるように、報告書として公開する予定です。ただし、個人が特定されるよ

うな情報が公開されることはありません。

●　回答は、一人につき一回です。調査対象者に選ばれた方のみがご記入ください。

●　記入所要時間は約20分です。

●　本調査の調査期間は、平成19年11月26日（月）～12月9日（日）です。期間内の回答を

お願いします。

下記のWEBアドレスにアクセスして頂き、本調査にご協力下さい。なお、アンケート調査にお

答えいただく際には、以下のmとパスワードを入力して頂く必要があります。

本調査のWEBアドレス：http：〟www．myvoice．co．jp！vt／postdoc／

（調査期間：平成19年11月26日（月）～12月9日（日））

あなたのID： あなたのパスワード：　■■
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A2．手順書

～『大学・公的研究機関等におけるポストドクター等の雇用状況調査』の担当者の方へ～

「ポストドクター等の研究活動・生活意識調査」調査手順について

調査名：「ポストドクター研究活動・生活意識調査」

調査日的：

本調査は、研究活動に従事しているポストドクターの研究・雇用環境、研究活動状況、生活意識

などを把握することを目的としています。

第3期科学技術基本計画の中では、ポストドクターを「自立して研究が行える若手研究者の前段

階」と位置付けて支援することが指摘されています。

ポストドクターが「自立した研究者」になるためにどのような環境で育成・支援され、研究活動

はどの程度活発なのか、更には、ポストドクターとしての現状をどのように認識しているのかなど

を把握し、ポストドクターの自立支援・キャリア支援等に繋がる政策提言や、各機関の施策のため

の基礎的資料として、本調査は必要とされています。

調査対象：現在、当該機関に所属しているポストドクターの1割の者

※　本調査の「ポストドクター」は、同時期に実施する『大学・公的研究機関等におけるポスト

ドクター等の雇用状況調査』（以下、『雇用状況調査』）で定義する「ポストドクター等」に
従います。

「‾TJ．‾－．．T－T－－－‾－TT‾．．－．‾r．，．．TJ．J‾‾－．‾T－T‾，．J．－－J．T－－－T－－－－T－－－－－－7－－－T－‾－‾－‾．．－．－－－－－－－J一一－－，－一一－－－‾「

l本調査におけるポストドクターとは以下の条件をすべて満たす方です。　　　　．
：①博士号取得者、又は博士課程満期退学者　　　　　　　　　　　　：

②　大学等の研究機関において、任期付きで研究業務に従事している者（謝金に：

：　　よる支払いを受けている者、人材派遣会社から派遣されている者、給与等の：
：　　支給を受けずに研究活動を続ける者も含みます）　　　　　　　　　　，

，③教授・助教授・講師・助手などのポストについていない者　　　　　：

：④研究グループのリーダー・主任研究員などのポストについていない者　：

※　『雇用状況調査』の担当者の方には、当方で指定するポストドクターに対して本調査への

協力依頼をお願いします。また、当該機関で協力依頼をされたポストドクターの数を本

件連絡先（Pd－Shinro＠nistep．go．jp）までお知らせ下さい。

調査方法：指定インターネット・アドレス上でのWEBアンケート

＜WEBアドレス＞http：〟www．myvoice．co．jp！vt／postdoc／

（各機関に所属するポストドクター本人による回答）

洞査期間：平成19年11月26日（月）～12月9日（日）12月26日（水）
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調査手順：

後述の「ポストドクター研究活動・生活意識調査」サンプリング手順に従って、当該機関のポ

ストドクターを抽出し、抽出されたポストドクターに対して本調査への協力依頼（m及びパスワ

ードの発行を含む）を行ってください。過重狙軋姫里直坦生吐旦塑旦」旦⊥二堪建拉旦」旦L避

月26日（水）のため、調査の開始時点（平成19年11月26日）までに調査期間終了前ませに、調

査対象者への協力依頼をお願いします。なお、本調査の実施手順・方法等の疑問点につきまし

ては、下記担当にお問い合わせ下さい。

※　ポストドクターの抽出や本調査への協力依頼にあたっては、必要に応じて、当該機関でキ

ャリア支援を担当する部局等と連携して頂いても結構です。

※　なお、本調査においてはポストドクター本人がWEB上で回答する方法を採用しているた

め、『雇用状況調査』の担当部局や担当者の方がアンケートの回収をして頂く必要はあり

ません。本調査への協力依頼を受けたポストドクターが、協力依頼の際に配布して頂く

ID及びパスワードをWEB上で入力し、個人認証した上で、WEB上のアンケートに直接

回答して頂きます。

調査結果の公表：

科学技術政策研究所より報告書として公表します。

※　ただし、個人情報保護の観点から、個人や研究室を特定できる形で公表されることはあり

ません。

＜本件連絡先＞
「‾．‾H‾－‾1．－‾．－．－－－－．－‾‾‾‾－‾‾‾‾－－．‾－．．－．‾－－．‾‥‾‾‾‾‾．llll’．‾‾‾‾－

：文部科学省科学技術政策研究所　第1調査研究グループ
l

；TEl一：03・3581・2395　　　FAX：03・5220－1252

1

：E－mail：Pd－Shinro＠nistep．go．jp

：担当：雲岩、三選
I

l

l

L．＿．．＿＿＿＿．．＿＿＿．＿●＿＿■＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿●＿＿＿．＿．＿＿
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「ポス トドクター 研 究 活 動 ・生 活 意 識 調 査 」 サ ンプリング手 順

① 平成 18 年度『雇用状況調査』（平成 17 年度実績）の整理

昨年度 に実施 した平成 18 年度 『雇用状況調査』の当該機 関における平成 17 年度実績データにお

いて、学校基本調査 などの分野分類 （「理学」、「工学」、「農学」、・「保健」，．「人文 ・社会科学」、「そ

の他」）毎に男女別 の 「ポス トドクター等」数 を算出 して下 さい。

（例）

② 調査対象

：一分野分醸 ‾ ポストドフタ一等 恵嘉訟霧箪鍔㌶㍍葦競童※蕪空吾霊霊笛㌫㌢㌶岩音㌫声葵※恵忠霊普㌫笠器罠蔦蕾攣亘童霜憲薫蒸

ります。

平成 17 年度実績値 にお

絆即 吟 痩繕 相続碗調－′
貌睡郊割増匪徒転「

理学 25人 10人 35人
工学 20人 3人 23人
農学 8人 7人 15人
保健 32人 16人 48人
人文・社会科学 23人 14人 37人
その他 5人 0人 5人

合計 113人 50人 163人

※　 今年度の 『雇用状況調査』の分野分類 （重点8 分野）とは異≠

者の抽 出

次に、上記①で集計 され た、当該機関の平成 18 年度 『雇用状況調査』

いて、各分野の男性総数、女性総数のそれぞれ約 ．1 割程度の人数 を目処に、当該機関に所属 してい

る 「ポス トドクター等」を抽出 して下さい。（以下の例では、合計 17 人程度 のポス トドクターに本

調査への協力依頼 をすることにな ります。）

（例）

※　 「1 割

分癖微頸 －．

浮成寸鋳 渡疇 掬境碗醸．
査細 分類に従う去‥）＿．＿－：

調査対象者
完憲窪認諾毒素妥照曇患

する方々を探 して頂いた

、に、調査対象者に対 して

ニーこ淵

理学 3人 1人 4人
工学 ′ 2人 0人 2人
農学 1人 1人 2人
保健 3人 2人 5人
人文・社会科学 2人 1人 3人
その他 1人 0人 1人

調査対象者合計 12人 5人 17人

程度」の人数の抽出はあくまで 目安です。

※　 該当者数が 0 人の場合 には、抽 出の必要 はあ りません。

③ ポストドクターに対する本調査への協力依頼

上記②で抽出 されたポス トドクター （＝ 「ポス トドクター等」）に該当

上で、該当者に対 して本調査への協力依頼 をお願いいた します。

④ 調査対象者に対する ID 及びパスワードの発行

上記②で抽出 したポス トドクターに対 して本調査への協力依頼 をする際

以下に指定す る ID とパスワー ドを配布す るとともに、本調査の 陀B ア ドレス と調査期間を周知 し

て下さい。
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OIDの割当方法

IDについては、平成18年度『雇用状況調査』において指定された当該機関の「機関コード番

号（4桁）」に3桁の整理番号を組み合わせた合計7桁の番号を発行して下さい（以下のサンプ
ルを参照）。

（例）「機関コード番号」が「3033」の場合、「3033001」、「3033002」、‥・となります。
○パスワードの設定
パスワードについては、

プルを参照）。

を発行して下さい（以下のサン

理学 男性 30 3300 1
理学 男性 30 3300 2

理学 女性 30 330 04
工学 男性 30 3300 5
工学 男性 30 3300 6
農学 男性 30 3300 7
農学 女性 30 3300 8
保健 男性 30 3300 9
保健 男性 30 330 10
保健 男性 30 330 1 1
保健 女性 30 330 12
保健 女性 30 330 13
人文・社会科学 男性 30 330 14
人文・社会科学 男性 ． 30 330 15
人文・社会科学 女性 30 330 16
その他 男性 30 330 17

OwEBアドレス　　　http：／／www．myvoICe．co．jpルt／postdoc／

○調査期間　　　　　平成19年11月26日（月）～12月0日（日）12月26日（水）

⑤協力依頼を行った総数に関する回答
上記④で、実際にID及びパスワードを発行したポストドクターの総数を、12月0日（日）12

月26日（水）までに、以下の電子メール・アドレスまでお知らせ下さい。ここでは、上記②で抽
出したポストドクターのうち、実際にポストドクター本人にID及びパスワードを渡す事ができた

数を指します。
また、メール送信時には、メールの件名に、「ボスドク意識調査」＋「機関名」＋（当該機関の

機関コード番号）＋「；依頼総数」＋（実際に協力依頼を行った数）、のタイトルを記載して下さい。
数字及び記号は半角で入力して下さい。本文メッセージは「空自」でも結構です。

（例）機関名「科学技術大学」、機関コード番号「3033」、実際に協力依頼を行った数が9人の場合、

電子メールの件名は「ボスドク意識調査科学技術大学3033；依頼総数9」となります。

O t子メールでの送付先　　pd－Shinro触istep．go．jp　（平成19年12月9日（日）12月26日
（水）締切）
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A3．調査票（日本語版）

ポストドクター等の研究活動・生活患駐調査
InvestigativeSurveyontheResearchActivitiesand

Awareness ofPostdoctoralFeHows

随感癖

本増量は、ホスしドゥタ・・…とし．て焙叉活動をしている旨さま

が、どのような経済的・社会的環嬢のもとで樽黒字汗を送って

いるのか、また、相賀㌣一一濱や・そ・、Jノ‘′支環をとの程度受けられ

ているのか、などをお蘭きするものです、

ここで得られた情l酎ま、ホストドクターに対する支援制度とそ

れを可能にする政策立案のための基礎情報として活用されま

す。また、調査結果は大学・研究機閏の運営やこれから研究

者を目指す方々が利用できるように、報告書として公開されま

す。ただし、個人が特定されるような情報が公開されることは

ありません．

・調査貫は、一　人しつき一回です。調査対象書に選ばれ

た方のみがご記入ください£

●現在のポストドクターとしての勤務に関する設問について

は、あなたが調査値綿を受けた所属機関について答えて

ください。

●記入所要時間は20分－30分です．
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配布された伯を入力してください

配布された／iスワードを入力してくだ

さい

撮り書号が正しく入力されてlヽるか、離義蓼下さい

クリッ九てアンケート書寒へ

くお問合せ先＞
マイボイスコム（株）
TEL：0315217－1911

●「Ⅳ輸it：pの戯曲給emn鳩k息cのjp

1／7ページ

I．ポストドクターの学歴・職歴・研究歴
01．あなたの攣位取得はたは博士簾種濃期鐘丁）韓の年細を敵えてください

学位取柵時」‖…疎l：博士詳報濃期韓7時工‥‥教1

芝至芸i宗鑑雲認書芸号駅
すか

1同じ握闇

2．鴎内の違う後闇

3　鶉外の違う後闇

°3．島なたは覆在お勤めの輸鵬以外で盤吐出娃二を繚験したことがありますか曹義弟
癖溜

∴1．経験なし

∴2．駒内の違う養蘭て軽験あり

∴：3．穐外の違う養闇で軽鰊あり

04．他の後輪も含めて、あなたは会計何年ぐらい虚呈出皇至±垂線輸しましたか

鳶択してください
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Q5．他の後綱も含めて、あなたはぜ廻±皇皇＝申車を、合計で何回経験しましたか
F熱・、‘1－．・・．意．li・ミ1、ご、韓l・’‥．rこ・′．上皇養生良二＿＿邑⊥止二二二こ＿二二L．上⊥＿ユ⊥⊥二＿

遺択してくだきい

品霊慧諾意諜監禁票漂監：景品チビ描くニ’こ駄ミた
（織糠が集い後台には、rOjを遭訳して下さい）

選択してください

間中（過去及び義在の痙旦建豊里＝＝糎線を倉
む全期蘭）に貴表した義 すべて教えてください

量競付輸文　　　　事：うち77－ストオーサー　　　　本j

本：うちファーストオーサー　　　本．1

攣会での鶉養

慧1霊
特許轄掛　」　節

瓦ざうちファーストオーサー　　　　回：

凄一ヽ暑む　　　ログインページへ量る

2／7ページ

nポストドクターの基本情報
Qe．大学・研究接嶋におけるあなたの続在の正式な輸毛を敵えてください

」　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿i榊裁溺窺魚、柵農などき

Qe．あなたの軋柱のポ入トドクターとしての研究分群書救えてください

研究分野t分輯＿選択してください　　剰ま遺択できません

QlO．凛在、ポストドクターとしてのあなたの給与は、以下のどの財義から支払われてい
ますか。露当するものをすべて遭択してください憎や町一二

に1．21世紀COEプログラム

i：2，文部科学省科学研究費補助金

二；3．蠍鴫的銅壇研究推進尊書

L」4．1～3を除く絨争的貴会

∵5＿　民間からの外部貴会

∵6．日本手節義鶉会靖欄研究員〔和嶋〕

r：7．6を輸くフェローシップ

＝：：8＿　国責甘辛生
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「9，車輪－：接用開陳なし）

ご10．その他（道管貴交付金尊1

二＿：11．わからない

011．あなたのポストドクターとしての貴在の乗務は篤軸ですか、それとも非鎗齢です
か，あなたの所員後嶋におけ即題網契約上Jの輸精糖義をお讐え下さい

1，徽動

2．＃鶉勤

3．わからない

Q12．あなたの親電のポストドクターとしての任期は個竃ですか．蠣在のポストドクタl

晋馳欝謂潔漂監禁豊麗悪霊洗品
無の何年白にあたりますか

は期1遼親しでください 【何年目】．草野1聖婆と＿＿
013．島なたのポストドクターとしての親書の月平均輪与（税込み）はいくらぐらいですか

蓋択してください

鑑．認諾琵雪盲孟篤㌘収入の鶉・認下のもの哺鵬雛占めていま
（会計が10になるようにして下さい〉

0　1‡1　4　■　e l　●　●　10

1）ポストドクターでの輪与

か蝕の鎗与（アルバイトなど）

r r r r r r r r r r r

r r r r r r r r r r r

Q15．あなたは1在、はかを扶養していますか、または輸かの扶養になっていますか

1．扶饗している

2．検量されている

3．どちらでもない

°le．社会像錬加入状ミ削＝ついてお鴨さします．島なたに験当するもの吏凛撰して下さ
い

1．共済年金・後車保険

2，離生年食・酸療像醸

3、重民年金・国展腱車線験

4．その他4
5．不明

011．璃在の島なたのポストドクターとしてのr量用無給j上く賽輸ではありません）の勤
務時晴は意何輪蘭ですか
く餉ニ1日醐綿．凛5日輪島の方臥棚韓網になります）

鰍軌跡
劃
劉
妙

圭
∵
監
二
乱

良問）
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Ql乱あなたの糧食のポストドクターとしての乗務のうち、以下のものが「何績糧食Jを占
めていますか．譲錮する数字を遭択して下さい
くそれぞれを露擁した会鮒がtoになるようにして下さい）

11日分の主たる研究義務

2）上記以外の研究・触青書籠

3．－その他の集棟I雑務など）

川

　

r

 

r

 

r

●

　

r

 

r

 

r

＿

　

r

 

r

 

r

7
・
ふ
町
　
曲
程
．
深

●

　

r

 

r

 

r

諺
．
腿
紅
　
l
野
　
澤

超
．
酢
竹
　
澤
野
　
澤

註
　
醗
∵
卿
軋
　
仙
腔

震
・
彿
γ
　
深
　
澤

－
　
深
！
㌘
H
　
郡

O

 

r

 

r

 

r

3／7ページ

lnポストドクターの研究環境
°19．あなたのポストドクターとしての研究藷軸を曽糧・指導する薔鵬の上司（鞠車教官）の
ポストは．以下のどれに譲当しますか

し　鰯は細目定年は除く1

2、任鋤なし

3＿　わからない

020．あなたは、ミ在のポストドクターとしての研究彙蕎において、以下の壌白についてど
の穣度コントDlルすることができますか

書
着
後
書
が
会
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

細
●
細
管
が
▲
る
後

℡
コ
ン
ト
ロ
霊
ん

柵
車
細
管
と
鼻
M
で

コ

ン

ト

0

－

ん

℡
分
が
あ
る
種
量

コ
ン
ト
0
－
－
ん

℡
分
が
℡
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

1．1新規研究プロジェクトの計画

芝j共同研究書の適訳

3！簡鐘のあるプロジェクトの中止

の鴇宜の執藩

の著書の決定

r

r

r

r

8jグラントの中津書作成　　　　　・－

r

 

r

 

r

 

r

 

r

．

題

「

r

 

r

 

r

 

r

 

r

 

r

醗
∵
　
劇
射
　
仙
㌍
・
那

r

 

r

 

r

 

r

 

r

 

r温品払品瑞雲概論測
量的な教育・拇導COJTなどの実務を適したスキル普得など1を隻けていますか．駄当する
ものすべてを遭んでください櫓醜塵号て・・

ミ　語　　義　檜　　鴨　左　　鶉
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亀
の
細
輸
・
支
轟
／

雷
・
輸
事
の
い
ず
れ
も
な
し

車
細
管
な
ど
に
よ
る

賞
的
な
℡
〓
雷
・
鎗
書

m
こ
書
■
・
柵
貴
重
が

℡
す
る
意
義
・
食
後

に
▲
〓
貴
な
し

＝研究肘囁心情欄スキル

封論文などの文書作成スキル

3）義雷スキル

4）交渉スキル

5）練寛マネージメント・スキル

8）礪寛輸竃

L
 
L
 
r
　
「

「
　
「
　
「
　
「

「
　
L
 
r
　
「

r ir r　　　　「

「　　　　「　　　　「　　　　「

022、あなたは、直義の上司（精義教官）と、研究内容、進路、私生活などの循人的な髄農
についてどの程度の鎗鷹で書鼻交換をしますか。以下の遭択畦から、隷当するものを貴ん
でください

1農相に教　　相月に畿　1年に酸償
却後意　　　書検量　　　m意

＝研究内容

恕進路

r r r r

r r r r

お私生活などの傭人的な結社　　　　‘　　　　‘　　　　‾　　　　‘

0持．あなたがポストドクターとして研究活軸する上で．以下の境目のうち、義在所鵬する
後場から用量されているものはどれですか。鰊当するものを選択してくださしヽ

1鴻なた車用のデスク

2：あなた専用のPC

3〕壌値貴行の身分拉明IIDさ

4）インターネットへのアクセス檀

5）あなた車用の電子メール7ドレス

6：後場約m函書館を利用する責穐

掃℡されて
l鴫

r

r

r

r

r

r

椅℡書れて　　わからない
いない

深
　
群
　
腿
軋
　
腿
縮
　
麿
恥
　
離

r

 

r

 

r

 

r

 

r

 

rQ封．あなたは、過去1年以内に、ポストドクターとして文部科学省棉攣研究℡補助金車中
漉したことがありますか

1．申請した
2．申請を希望したが、申請できなかったはたは申請を断念した．；

3．申請を希尊しなかった（または申請の必雪がなかったI

SQ．り　申請　熱望一丁ざ、t　陶謂できなう、1あ　ざたは申譜苦断念しだ：j上
声、苓さIけ棲引去、その理由を教えてください
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惑

′

涙鳶ミ

025．あなたは、▲去1年以内に、ポストドクターとして雷児体格を取得したことがあります
か

し取得した

2取得を希著したが、取得できなかったはたは取繕を断念した）
3．取得を希皇臥一なかった（または取得する必妻がなかった）

SQ．悠　敬穐軍希望し1ニ・担．お韻T‾きぢか・：、†∴l：＿は取得杏瞥告しナ：」と
邑苓きれた鴇おは、その種由を教えてください

鵠㍊㍑
′

′　　　　　　　　　　　　　′

028．れ後詰軸と配璃書／パートナーとの璃係についてお蘭さします。
あなたの今後の載後悪軸でもっとも議当すると患われるものを1つ遭んでください．
なお種在、配鶉書／パートナーがいない方も、今後いることになった嶋会せ瀧定してお薯え
ください

t．配偉奮／パートナーの仕車の轟合（勤務地など）に会わせて、応募範歯を限定す
る

2　配偶奄／パートナーが、あなたの今後のキャリア鳶択に合わせて竃集、教養静
臥勤務地などを績整する

3．配偶書．／パートナーと話し合い、どちらの癒合lニ合わせるのかを決める

4．配偶書／パートナーとの別鳥も止むを得ない

5．その他己　　　　　　）

次へふむ　　量る

4／7ページ

IV．ポストドクターの悪性及び取組み
021義在の島なたのポストドクターとしての書鶉音義みて．島なたがポストドクタl期間中
に十分な研究成果を出す上で、何年穣慶の住勲が轟当だと思いますか

年

年

年

t

　

2

　

3
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4年

5年駄上

わからない

028．魂柱のあなたのポストドクターとしての食糧を教みて．島なたのポストドクターとして
の収入（積込み）は、月義いくら位が妥雀だとお考えですか

選択してください

q29．あなたは、以下のことに義足していますか．教室するものを意んでください

や
や
準
鐘

覇
濃

1）現在の研究テーマ

封現在の研究環填研究設輸、研究費など〕

3）壌在の題網条件！給与、社会像鱒など】

戦涯濱の羞喝橡等教場の澹導

引研究室の人間膿保や人付き合い

即輸文事における著書名の並び簾

1J学会・研究会嶋での成果発表の機会

3）ホストドクターを選択したこと

鋸生活全備

r

 

L

 

r

 

L
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．

▲

r

r

 

r

 

r

 

r

 

r

 

r

 

r

r r

r r

ど
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ら
と
も
い
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な
い
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量

や
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030．あなたは、瀧在のポストドクターとしての任期中に、さらのキャリア齢乗のために何ら
かの取組み（鶴攣曹得、責檎取鶉など）をしていますかくまたは、していましたか）．以下の
中から錬当するものをすべてお遭び下さい樽も講…

腰鵬後鵬が　左m鼠外の　輸表の革
掃℡するワ　ワlケシ事ツ　書・憺輸義
一ケシ奮ツブ　プ／クラス　　象など

／クラスな　などの乗車
どの乗車

嶋に、雷も
していない

11外錮随曹樽のための取穏み　　　　r r　　　　‾　　　　r

2〉責櫓取得に向けた取組み　　　　　T r r　　　　　‾

企義嶋が求めるスキルてコミュニ
3）ケーシヨン鮭力など）痍得の取繊　　r r r‾　　　　‾

み

43キャリアのための人廉形成　　　　　r r l r

5Iモの地く　　）　r　「　「　†

票．露等三芳苫霊完岩詣謡禁記慧㌘量後即実輸するポ
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しはい

2．いいえ

032．あなたは、どのような車乗であれば、彙勲こ教義しても良いと奪えますか。
るものを遭んでください．覆状のあなたが応鼻可能かどうかは簡いません

韓
き
た
ノ
ヽ
な
い

凋雷鯛儲兜機増の槻蓄触．高槻農を

こ・芸芸．公梓買鰯領空主軸俄雪致す

r

3）大学・公的研究檎榊の上記以外の葛し書務などこl　．

4、！企象・ベンチャー企業を除く）の研究欄・技術蕎　　一

5：ベンチャー企集の研究書・技術書

6）
企＊ごベンチャー企賽を台むさの研究書・技術書
以外の義

7、日ト学校・中学校・高専学校の教員

8j　豊・予鎗校の虞節

針　鴎貴公覆農、地方公賽鼻

10）医練．歯軸医練、獣医輩、稟銅鏡

r

 

r

 

r

 

r

 

r・≡・芸慧禁悪謂芸悪雷．公と賽・
1封経営専門義一：公認会計士、税理士など）　　　　．

農学連騰コーディネーター義し大学等での優れた
13）研究成果の兜鑑、企象・地域との共同研究のコー・

ティネート輪1

学術関連のコミュニケーター嶋ざ科学配肴、サイ工
川ンスライター．科学館・偉観飽専鞘膝棟、後輪の

広報担当肴など）

15）起業書

ど

ち

ら
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な
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15：その他：　　　　　）　　　　　　　　　′　　ご‘・一　　°　・‾

露枇豊毒融
け遭んでください

l　現在のポストドクターとしての研究義務以外の活動を特に希望しない

2　現在のポストドクターとしての研究テーマとは異なる研究活動

3　大事、大事腕、粗大、纂車での教書義務こ積書捜当：l

l　小学軋中学校、高専事故での救青書癌個購担ぎ

S　民間企乗での研究・餉東食務

6．研究・関東集積以外の専門的婁射科学館尊でのコミュニケーター義務、知的財
産琳遺書癌など・

丁　スキル開発や責輸取繕のためのトレーニングノ・－クラス受講

8　その触＿　…．．‥＿＿＿　－

芸濃認悪ぎTmと量触鮒そ後合一；あ薄すか、ふての軸ら・酸討

tヶ月にltp　3ケ月にt表　書19m℡　　℡く文教し
鑓上　　　　後℡　　　　　　　　　　　ない

碍研究圭・研究グループの同僚と
の愛洗

忠霊蒜の南幽珊の榊と
コ、l鼻分野の研究書との交流

4J泉薫譲の人との交志

郎学生時代の友人・定人との交流

6．：近所・地域の人との文浩

…票芸‾れ唱和メンバ‾と

8－1その肘　　　　　J

r
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5／7ページ

V，ポストドクターへのキャリアパスを振り返って

035．研究書になりたいと思った由は、いつ墳ですか。以下の鳶択膿から1つ貴んでくださ
い。また、そのきっかけも教えて下さい

1．小事稜
2．中華披
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3．竃尊車検
4．大攣
5．大事醸以降
6．研究書になりたいと患ったことはない
丁．わからない

SO．研究書になりたいと患ったきっかけ

q乳もなたは、大手験せ攣鐘崎、焦土1糧練丁級の逢練や賦輸の鼻遷しについて、十
分な惰嶋を掃っていましたか

1．はい

2．いいえ

3．わからない

SO．rt　はいJと画喜された方は、どこからその愴嶋を鶉たのか教えてくだ
さい

㌶霊怒

031．ポストドクターになった主なミ由を、以下から1つだけ遭んでください

1．研究書になりたかったから

2＿　研究を続けたかったから

3＿　企彙などへの覿義にあまり興味がなかったから

4＿　他に覿義先が鼻つからなかったから

5．研究嶋以外の輸象に鋭く上で、ポストドクターの経験が役立つと患ったから

6　奨学会の遁済義務が免除されるから

7　先生、霊獣、知人、先輩などから勧められたから

8．ポストドクタlになるのが当然といった駿酸があったから

9．輪にこれといった理由はなLl、または奪えたことがない

10その他4　　　　　）

q38．あなたは、将来どのようなポストに貴書たいと患って、徽在ポストドクターとして研寛し
ていますか
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2．蛾
F2．あなたの義在の年齢を教えてください

」＿鏡

F3．あなたの鴎轟を畿えてください

t．日本

2．日本以外く　　　　　　　　　）

印．あなたのせ青嶋感についてお鋤きします．義在、何人の方と一輪に書らしています
か．自分を輪く人握をお薔えください

「．…‾…“人

F5．瀧在一緒に書らしている方を、すべてお題びください

r二1．配偶肴／パートナー

：一二：2．子供遼択してください

こ3．義

：一1兄弟蜂蛛

E．5＿義戚

【コ8．その働く　　　　　　　　　）

印．あなたの配貴書′パートナーの輸賽は研究輸ですか．配偶暑／バートナlについ
て鎗当する輸乗をお答えください

1ポストドクター相当の義

2．ポストドクター以外の任期付き研究義l任期付き大事教員など〕

3．任期付きでない研究書i定年鞠を含む）

4．上鰹以外の義

5．義後（攣生含む）

6．醸当しない（配偶奮／パートナーなし－：

閂．あなたは、何らかの公的貴様を持っていますか．以下の中から義当する分野の責
格をすべて遭んでください薄根鵬せ㌧

「∴：1．法曹分野くま判甘、棲青書又は弁護士）

ニ2、会計・フ丁イナンス分野！．公址会計士、税理士）

「3．知的財産分野r弁理士）

二：4．敷雷分野（小学校、中学校、高専学校、奮学校、義羊棲、養護学校、幼竃薗敬
譲）

H．医学分野（獣匿師、医擁、歯斡匿摩、稟細線、鍵健鯵、助産嶋、着馳齢

L二6．その他C　　　　　　　　　）

こ二7．持っていない
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A4．調査票（英語版）
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亡・禁慧潤せ咋Se■血

の慧慧攣聖鋤

勧慧㌘舶醜感
勧勒蠣昭聯脚醜聞聯調等

引DeCid叩OllCOl長uthors

副D●velepi叩gr鮒tPr叫約5舶

r r r r r

r r r r r

絆
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卵
軋
　
絆
町
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r r r r

r r
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r r

「
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024．Withh血p■lt四一hveyeu坤Pl－dh臣叫日田爪ヰ11id丘○汀l咄●ほn軸〆
∈血蝕止ton．cu胞輸．軸．Scknc●■ndTecね鳩Ie騨軸EXT）？

1．Yl輪IhlV■

2．1怖れ≠edto8沖IYbutdih－1（or4討euP）

3．1cou血I．t．t叶討IttO■押Iy（餅kw■SnOln舵●SS的）

SQ．Forthele鵬0■rl州■帽dthl咄吋〟≠■鵬●dto叫舟　山COu血．t（腑

亀討euP）－couはyoupl●■●■■坤hnth●re山en奮■nh●Qrm　●l州．

霊㌫
1瑚

025．人日脚故血ctOnl軸Ie■h■V●YOuお山●n付はtm吋k■Y●0rdlildc▲帽l－∨●一朗鵬的

譲●p■疎岬H㍉

1．YeSH相場

2．I鵬ntedle，h止血dn．1こか脚＝＝ゆ1

3．lcouldn’叫ant O Ori≠■SnOtneceSS■Y〉

SQ．Fortho紬W加椚■胴囲虚血正也町“仙境■dto叫plyb止ceullhttC∬

脚肌用両’couldy仙l血■■●叫臨nth●r●－On●in也●fennb●加，
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51：慧：票∩血el一輪rcO‾

礪票痢紬攣
鞠増聞醜触

Ti慧：：慧：ミニ：：霊ご
ノネ

の濫濫豊潤餞

r r r

r r r

r r r

深　　　　　澤　‾’＋．茫

1日山日脚鵬l噂缶用i騨1I帥gu噌eS

節鞠純増御涌晦助噸

3慧慧霊ここ霊宝こ㌻〇iqこ●S　－

r r

r r

r r

r r

「
　
「
　
「

「
　
「
　
「
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h■uch h■▲ch h齢k h輸h

■♪l　　■1鵬　　　　　　　榔　　　j曲

r r r r r

9）
ゑ舶劃糊贈間糊嘘感熱魂か隊
l剥感鰐明細確剃

噛謡慧讐㈱攣如
Aninte馳ct鵬Iprope叫rel■hd

POSitjon〔t叫●r．Palentdnd叶ne、▲nd

ll）l鵬鵬ect鵬Ip相聞巾rcl故edpe鏡■t■

峨瑚脚癖礪輸詳
細赫瑚碗

鮎閲確聞瑚顧問料感劉離料曲解

機軸欄痢泌感廟戯随都制棚肉感瀾璃姐

絢姉醐触感

Acoodn■terdHl畑ustlYlumYer料～

li膿Sくloc■bngres●■陀hr■SultS由t

13ju癖●帽ihs．orcoertin疎ir唱．ioi鵬
確覇癖癖醜聞竜料曲増嘩鴇錮適

鞘喝陶磁

▲血峨or●色鵬鵬
鞠椚昭痛感蜘滅感陶陣

川）co汀●坤Or一山∩LSci叫CeWr血r．■pe銃

In■Sciencen軸SeumOr汀山S柚．er

評判陣感熱鋤頑

15）Ane地坪柑佃Ur

l郎other二
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療？　　　　酢　　　　溌
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r r r

酢　　　㌍＋　＿＋麿

r r r

r r r
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！霊芸岩「…吏J呵Cr
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鞄御感胎搾論醜態榔瑚噂釧癖鰯曲壷

榔鋤醸油開削昭癖甑噸摘輸輝

の馳敵陣彿肝撃臨調海域間断添軸脇

4）仙山■sirl虚無椚血豆通鵬扇綿

飴慧霊霊御薗蜘悌隊蜘階
＝＞せOPkM軌もlocd！cemmunilY

了M也灯心orsd ou尉0uP O Ot鳩rcirceL
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増田汀　　曜開削

5／7
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1調醐海瑚碗昭欄料感
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A5．調査票のプルダウン・メニュー一覧

1こ1年未満 2ニ2年 3こ3年 4こ4年 5ニ5年 6こ6年 7ここ7年 8＝8年 pニ9年 10こ10年

11こ11年 12ニ12年 13ニ13年 14ニ14年 15こ15年 16ニ16年 17可7年 18ニ18年 19ニ19年 20ニ20年

21ニ21年 22ニ22年 23こ23年 24こ24年 25ニ25年 26こ26年 27ニ27年 28ここ28年 29こ29年 30ニ30年

31ニ31年 32ニ32年 33こ33年 34ニ34年 35ニ35年 36こ36年 37ニ37年 38ニ38年 39＝39年 40ニ40年以上

秘 ㊥ 軸 郎 ㊥ 痺 逐 車 重鋤 疎 辟酸 蕪料醸 ㊥ 蜘 細 密率 や 率 隼

1こ1回 2ここ2回 3こ3回 4ニ4回 5萄回 6こ6回 7こ7回 8ニ8回 9ニ9回 10ニ10回

11ニ11回 12ニ12回 13ニ13回 14ニ14匝l 15こ15回 16ニ16回 17ここ17回 18ニ13回 19ニ19回 20ニ20回以上

1⇒）年 2ここ1年 3ニ2年 4ここ3年 5ニ4年 6ニ5年 7ニ6年 8こ7年 9こ8年 10ニ9年

11ニ10年 12こ11年 13こ12年 14こ13年 15こ14年 16ニ15年 17こ16年 18ニ17年 19ニ18年 20ニ19年

21ニ20年 22ニ21年 23ニ22年 24ニ23年 25こ24年 26ニ25年 27ニ26年 28ニ27年 29こ28年 30ニ29年

3 1こ30年 32ニ31年 33＝32年 34ニ33年 35こ34年 36ニ35年 37こ瑠6年 36ニ37年 39こ38年 40こ39年

41ニ40年以上

軽 率 ㊥ 碗 痺 痺 軽 率 東 夷 車 軸 如 痺 顔 料 料 哀 癖 料

1こ文学 2ニ史学 3ニ哲学 4ニその他【人文
科学】 5こ法学・政治 6ニ商学t経済 7ニ社会学 8ニその他【社会

科学】
9ニ数学 10ニ物理

11こ化学 12ニ生物 13ニ地学 14ニその他【理
学】 15こ機械・船舶 1匪電気・通信 17ニ土木・建築 18ニ応用化学 19ニ応用理学 20こ原子力

21こ材料 22こ繊維 23コ航空 24こ経営工学 25ここその他【工
学】

26ニ農学 27こ農芸化学 23ニ農業工学 29ニ農業経済 30こ林学

31ニ林産 32ニ獣医・畜産 33ニ水産 34ニその他【農
学】 35ニ医学 36こ歯学 37こ薬学 38ニ看護

39ニその他【保
健】 40ニ家政

41＝教育 42こ芸術・その他
【その他の部門】

即鰯 軸 車 軸 軸 極 東 彿 永 永 由 料 商 魂 彿 彿 料 料 料 料 壷 彿 料 流 産 彿 料 壷 高 彿 料 料 彿 料 料 料 彿 料 元 高 壷 料
以上塔璽鞍 削 上げ・＿年月・‾埠下血年として鞘 か ‾索伝 為在、轟な車券煎痺 碗 碑格 和 ネ 蜘 ㊥ 坤 康 雄 「

1ここ0年 2ニ1年 3ニ2年 4ニ3年 5ニ4年 6ここ5年 7こ6年以上 8ニわからない

郵 樟 疇 軸 掬 車 画 軸 麻 痺 ヰ 山 瀬 如 録 画 函 東 寝 癖 料 殖 由 亘 ト 壷 料 彿 末 永 高 顔 料 料 料 由 料料 料 軸 料 料 料 前 転 彿 葎 永 示 海 厳
聖 聖 聖 堅 塑 墜 塑 勲 轡 年 率 輿 や 軽 率 や 率 坤 蝉 軽 率 や 率 や や 墜 畔 上

lここ0年 2ニ1年 3ニ2年 4ニ3年 5ニ4年 6こ5年 7ここ6年以上 8こわからない

紬 譲 なた吟ボス絆 雑 報 し鷲の放 吟 平均緯幸藍恥 彿）はいくらだ蝉 呼 か－‾－

1こ無給 2こニ5万円未満 3ニ5万円以上、
10万円未満

4ニ10万円以上、
15万円未済

5ニ15万円以上 6ニ20万円以上、
25万円未満

7こ25万円以上、
30万円未満

8こ30万円以上、
35万円未満

9＝35万円以上、
40万円未満

10叫0万円以
上、45万円未満20万円未満

11ニ45万円以 12こ50万円以 13ここ55万円以 14こ60万円以 15こ65万円以 16こ70万円以 17こ75万円以 18こ80万円以 19ここ85万円以 20ここ90万円以
上、50万円未満 上、55万円未満 上、60万円未満 上、65万円未満 上、70万円未満 上、75万円未満 上、30万円未満 上、85万円未済 上、90万円未満 上、95万円未満

21ここ95万円以
上、100万円未
∃菖

22こ100万円以上

0 虹 軸 癒あ雛 の鉛 瑳 夕 ふ じでの苧環恕蹄雛 i なた戯如 躇 タ養たし宅の申不一蝉 婆彿車 、＿漏率 整 性癖 嘗 越 褒え顔 料ゴこ・こ・；、‾；：こ

1ニ無給 2ニ5万円未満 3ここ5万円以上、
10万円未満

4ニ10万円以上、
15万円未満

5ここ15万円以上、
20万円未満

6ニ20万円以上、
25万円未満

7ここ25万円以上、
30万円未満

8＝30万円以上、
35万円未満

9ニ35万円以上、
40万円未満

10ニ40万円以
上、45万円未満

11当は万円以 12こ50万円以 13こ55万円以 14ニ60万円以 15ニ65万円以 16ニ70万円以 17ニ75万円以 18ニ80万円以 19ここ85万円以 20ここ90万円以
上、50万円未満 上、55万円未済 上、60万円未満 上、65万円未満 上、70万円未満 上、75万円未満 上、80万円未満 上、85万円未満 上、90万円未満 上、95万円未満

2 1＝95万円以
上、100万円未
達

22こ100万円以上

掛 ．－‾紆 繚蔓懇強 車 庫 醸 譲 丞 無 料 康 漆も・報筆鏡密集貌 ＿＿・、‾

1こ1人 l2こ；、： ト l芸 人 l5こ5： ドニ6： l‾；：；： I；：；‾： l≡9： i‾芸 ．：

－102　－
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